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はじめに 

 

本庄市では、このたび本庄市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１８年本

庄市条例第６５号。以下「手続条例」という。）、本庄市都市公園条例（平成１８年本庄市条例第

１７２号。以下「公園条例」という。）及び本庄市公園施設設置及び管理に関する条例（平成１８年

本庄市条例第９６号。以下「管理条例」という。）に基づき、管理運営業務を行う指定管理者をこの要

項の定めるところにより募集します。 
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本庄市北地域の都市公園及び体育施設指定管理者募集要項 

 

１．対象施設の概要 

(１) 名称、所在地 

都市公園４２箇所 体育施設６箇所（詳細は、別表１「都市公園及び体育施設一覧表」

を参照） 

 

(２) 施設の目的 

    都市公園は、利用者に休憩、散策、遊戯、運動等の活動の場を提供し、公共の福 

   祉の増進に資することを目的とします。また、体育施設は、市民の体育、スポーツ 

   及びレクリエーションの振興を図り、市民の心身の健全な発達に寄与することを目 

   的とします。 

 

(３) 施設の定義 

    都市公園とは、公園条例に基づき設置する公園・緑地等を指します。 

    体育施設とは、管理条例に基づき設置する公園施設を指します。 

 

２．管理運営の方針 

 都市公園及び体育施設（以下「本施設」という。）の管理、運営は、次に掲げる項目に沿

って行うものとします。 

 

 (１) 関係法令を遵守し、適正な管理、運営を行うこと。 

 

 (２) 本施設の特色を熟知した上で、効率的かつ安定した管理、運営を行うこと。 

 

 (３) 利用者の安全・安心、快適性の確保に努めること。 

 

 (４) 地域住民、体育施設利用団体、ボランティア団体等と連携や拡充に努めること。 

 

 (５) 本施設の利用促進や施設価値向上に係る提案等を積極的に行うこと。 

 

(６) 本庄市環境基本計画及び本庄市環境マネジメントシステムの精神を尊重し、環境に配 

慮した管理、運営を行うこと。 
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３．指定管理者が行う業務の範囲 

  次に掲げる管理業務を行う。 

 

 (１) 本業務 

  ア 本施設の施設、設備及び器具（以下「施設等」という。）の維持管理に関する業務 

 イ 本施設の施設等の利用の許可に関する業務 

 ウ 本施設の管理上必要と認める業務 

なお、アからウに掲げる本業務の詳細な内容については、次の仕様書に別記します。 

   「本庄市都市公園指定管理者 共通仕様書」（別記１－１） 

   「本庄市体育施設指定管理者 共通仕様書」（別記１－２） 

   「本庄市都市公園指定管理者 特記仕様書（北地域）」（別記２－１） 

     「本庄市体育施設指定管理者 特記仕様書（北地域）」（別記２－２） 

 

(２) 自主事業 

指定管理者は、本施設の設置目的に合致し本業務の効果を高め、かつ、本業務の実施を

妨げない範囲において、自己の責任と費用により自主事業を実施することができます。 

ただし、自主事業の実施にあたり、本施設又は第三者に損害を与えた場合は、指定管理

者はその損害を賠償しなければなりません。 

 

(３) その他事業 

指定管理者は、本施設を使用して本業務及び自主事業以外の業務を行う場合、市の許可

を受け、本業務の実施を妨げない範囲において、自己の責任と費用によりその他事業を実

施することができます。 

ただし、その他事業の実施にあたり、本施設又は第三者に損害を与えた場合は、指定管

理者はその損害を賠償しなければなりません。 

なお、その他事業を実施するために本施設を使用する場合、公園条例及び本庄市行政財

産の使用料に関する条例（平成１８年本庄市条例第６７号）に基づく使用料を市に納付す

るものとします。 
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４．応募資格 

 (１) 本庄市内に主たる事務所、支店、営業所等を置く（本件に係る基本協定締結までに置

く場合を含む。）法人その他の団体、及びこの団体を含む複数の団体により構成された

グループ（以下「グループ」という。）であること。 

 

 (２) 法人その他の団体並びにその代表者及び役員が次の者に該当しないこと。（グル 

   ープの場合、全ての構成団体並びにその代表者及び役員が該当しないこと。） 

ア 法律行為を行う能力を有しない者 

イ 破産者で復権を得ない者 

ウ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項（同項を準 

  用する場合を含む。）の規定により本市における一般競争入札等の参加を制限さ 

  れている者 

エ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第１１項の規定による指 

  定の取消しを受けてから３年を経過しない者 

オ 手続条例第４条第１項第４号の規定に抵触することとなる者 

カ 本市における指定管理者の指定の手続において、その公正な手続を妨げた者又は公正

な価格の成立を害し、若しくは不正の利益を得るために連合した者 

キ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）、民事再生法（平成１１年法律第２２５号）

等の規定に基づき更正又は再生の手続をしている法人等 

ク 本市が行う建設工事等の請負又は物品の購入若しくは製造の請負の指名競争入札に

ついて指名保留又は指名停止措置を受けている法人等 

ケ 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 

コ 暴力団又はその構成員（暴力団の構成団体の構成員を含む。以下同じ。）若しくは暴

力団の構成員でなくなった日から５年を経過していない者の統制化にある団体 

サ 消費税、地方消費税及び市税を滞納している者 

 

 (３) 複数の法人等でグループを構成して応募する場合は、次の事項に留意してください。 

  ア 代表団体を選出してください。 

  イ グループには適切な名称を付け、その名称で応募してください。 

  ウ グループの構成団体及び構成員は、他のグループに属しての重複応募や単独応募はで

きません。 

 

５．指定期間 

  ５年間（令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで） 
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６．利用料金に関する事項 

（１） 公園条例別表第１及び管理条例別表に定める金額を上限として、あらかじめ市の承認

を得て、利用料金を定めてください。なお、当該利用料金は指定管理者の収入としま

す。（指定期間中における利用予約や利用料金収入の仕組みの変更については、その

都度、協議事項とします。） 

 

（２） 指定管理者は、公園条例及び管理条例に基づいて、利用料金の全部又は一部を減免す

ることができます。 
 

７．収入及び経費等 

(１) 本業務の費用 

 ア 本業務に係る全ての費用は、指定管理料及び本業務で得られる収入を以て充てるもの

とします。 

  イ 市が支払う指定管理料は以下を上限として支払うものとし、会計年度（４月１日～翌 

年３月３１日）を基準とし、分割して支払うものとします。  

上限金額（税込み）：４６２，５２０千円（５年間）（年９２，５０４千円）  

 ウ 提案された指定管理料を基に市の予算の範囲内で、市と指定管理者で協議し、指 

   定管理料の金額や支払い方法等を基本協定及び年度協定で定めます。 

 

(２) 自主事業及びその他事業の費用 

ア 自主事業及びその他事業に係る費用は、指定管理者の自己費用を以て充てるものとし

ます。 

 イ 自主事業及びその他事業で得られる収入は、指定管理者の収入とします。 

ウ 本業務の会計、自主事業の会計及びその他事業の会計は、それぞれ区分するものとし

ます。 

 

（３） 消費税及び地方消費税について 

   収支計画書（様式第３号）については、指定期間を通して現行の消費税率（10％）によ

り作成してください。消費税率が変更された場合は、その時点で指定管理料の修正（税率

変更分の反映）を行います。インボイス制度について、インボイス事業者の登録をはじめ、

必要な対応を取るものとし、発行方法は市との協議によるものとします。 

 

（４） 最低制限価格について 

本施設の維持管理に最低限必要と思われる金額（最低制限価格）は以下のとおりとし、 

これを下回る指定管理料を提示した申請者は失格となりますので、ご注意ください。  

最低制限価格（税込み）：４０３，３５０千円（５年間）（年８０，６７０千円） 

 

-4-



 

８．運営に際する目安（令和６年度） 

（１） 利用人数（体育施設のみ） 

     本庄市若泉運動公園武道館                １６，９９７人 

 

     本庄市若泉運動公園弓道場                 ６，６２３人 

 

     本庄市若泉運動公園運動場第１グラウンド及び本庄市若泉運動公園運動場第２ 

グラウンドの合計 

３６，３６５人 

 

     本庄市若泉運動公園テニスコート第１及び本庄市若泉運動公園テニスコート第２ 

の合計 

３２，７３５人 

 

本庄市若泉運動公園多目的グラウンド           ５０，４９４人 

 

以下、本庄市若泉運動公園武道館は武道館、本庄市若泉運動公園弓道場は弓道場、 

本庄市若泉運動公園運動場第１グラウンドは第１グラウンド 

本庄市若泉運動公園運動場第２グラウンドは第２グラウンド、 

本庄市若泉運動公園テニスコート第１は第１テニスコート、 

本庄市若泉運動公園テニスコート第２は第２テニスコート、 

本庄市若泉運動公園多目的グラウンドは多目的グラウンドとする。 

 

 

（２） 利用料金等 

     １２，７６０ 千円 

  

 （３） 指定管理料 

     ６０，６９４ 千円 

 

（４） 事業・管理経費（人件費除く） 

     ２５，７４７ 千円 

 

（５） 人件費 

     ４７，５８４ 千円 
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９．応募方法等 

（１）応募関係書類（募集要項等）の配布 

配布期間：令和７年７月７日（月）から７月２２日（火）まで 

（土曜日・日曜日及び休日は除きます。） 

配布時間：午前９時から午後４時３０分まで（正午から午後１時までは除きます。） 

配布場所：本庄市都市整備部都市計画課施設公園係 市役所２階窓口 

本庄市ホームページ（https://www.city.honjo.lg.jp/）からダウンロードも 

できます。 

 

（２）説明会 

募集要項の内容と対象施設の概要について説明を行うため、説明会を開催しますので、参

加される団体は、令和７年７月２２日（火）午後５時までに下記連絡先へご連絡ください。

なお、出席者は２名以内とします。 

開催日時：令和７年７月２３日（水）午前１０時から（予定） 

場  所：本庄市役所 ６階大会議室 

  連 絡 先：本庄市都市整備部都市計画課施設公園係 担当 栗田、坂倉 

       ＴＥＬ ０４９５－２５－１１３７（直通） 

 

（３）応募関係書類の内容等に対する質問 

募集要項等の内容等に対する質問がある場合は、下記期間中、ＦＡＸ又はＥメールにて受

け付けます（送付の際は必ずタイトルを「本庄市都市公園及び体育施設指定管理に関する質

問」としてください。）。 

質問受付期間：令和７年７月２３日（水）から７月３０日（水）午後５時まで 

質問送付先 ：ＦＡＸ ０４９５－２４－０２４２   

Ｅメール tosikei@city.honjo.lg.jp 

 

質問に対する回答は、全質問に対する回答をまとめたうえで、令和７年８月４日（月）まで

に、ＦＡＸ又はＥメール、本庄市ホームページへのアップロードにて回答します。 
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１０．申請の受付 

 (１)  申請の受付 

受付期間：令和７年８月６日（水）から８月２９日（金）まで 

（土曜日・日曜日及び休日は除きます。） 

受付時間：午前９時から午後４時３０分まで（正午から午後１時までは除きます。） 

提出先 ：本庄市都市整備部都市計画課施設公園係 市役所２階窓口 

      ＴＥＬ ０４９５－２５－１１３７（直通） 

 

（２）申請時の留意事項 

申請書類の提出は、窓口への持参に限らせていただきます。（郵送不可） 

また、申請時に書類の確認を行いますので、事前に連絡のうえご持参ください。 

 

１１．申請書類等 

   応募申請する際には、別に配布する仕様書を参考にし、以下の書類を正本・副本各一部

ずつ提出してください。 

 グループ申請を行う場合は、構成団体を記載した資料（任意様式）を添付してください。 

 法人にあっては、以下の書類を提出するものとします。なお、法人以外にあっては、以

下の書類に該当するものがない場合は、これに類する書類を提出するものとします。 

 

 (１) 指定申請書（本庄市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規 

   則様式第１号） 

 

 (２) 事業計画書（本庄市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規 

則様式第２号並びに本業務事業計画書（別紙１）、自主事業計画（別紙２）及びその他

事業計画（別紙３）） 

 

(３) 当該施設の管理に関する収支計算書（令和８年度から令和１２年度まで）（本庄市公

の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則様式第３号） 

 

 (４) 定款、寄附行為の写し 

 

 (５) 登記事項証明書の写し 

 

 (６) 過去３か年の貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー計算書及び事業報告書 

 

(７) 役員名簿及び組織に関する事項を記載した書類 
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(８) 印鑑証明書 

 

(９) 市税に滞納がない証明書（直近１年分、納税義務がない場合はその申立書） 

 

(10) 消費税及び地方消費税に滞納がないことを証明する書類（税務署納税証明書） 

 

(11) 役員又はこれに準ずる者の身分証明書（本籍地の市区町村が発行する、法律行為を行

う能力を有しない者でないことを証するもの） 

 

(12) 直近の事業年度の人員表（各決算期末の常勤役員数、常勤従業員数、非常勤従業員数 

（パートタイマー、アルバイト）） 

 

(13) 団体概要書（様式任意） 

 

(14) 確約書（役員が手続条例第４条第１項第４号の規定に抵触しない者であることを確約 

   する書類） 

 

(15) 同種又は類似施設の管理運営実績がわかる書類 

ア 都市公園又は類似施設の管理実績の有無  

イ （アがある場合）管理した施設数、管理期間、行為許可業務の実績  

  ウ 体育施設又は類似施設の管理実績の有無  

エ （ウがある場合）管理した施設数と施設の種類、管理期間  

  オ （屋内体育施設の管理実績がある場合）大規模空調設備の管理実績の有無 

 

(16) その他市長が必要と認める書類 

 

１２．選定の基準 

   手続条例第４条第１項に則り、以下の基準で選定します。 

なお、審査における評価項目と配点は別表３「本庄市都市公園及び体育施設指定管理

者候補者選定審査評価基準表」のとおりです。 

 

(１) 事業計画書による本施設の運営が、利用対象者の平等利用を確保することができるも 

  のであること。 

 

 (２) 事業計画書の内容が、本施設の効用を最大限に発揮させるとともに、その管理に係る 

   経費の縮減が図られるものであること。 
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 (３) 事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人的能力を有するものである 

   こと。 

 

１３．選定の方法 

 (１) 指定管理者の選定にあたっては、本庄市公の施設指定管理者選定委員会設置要綱 

   （平成２０年本庄市告示第２４３号の２）に基づき設置された本庄市公の施設指定管

理者選定委員会において、前項の選定の基準に基づいて行います。 

 選考にあたっては、事業計画の実施に要する費用、効果、当該事業計画に沿って 

施設を管理する能力等を面接審査などにより総合的に評価して選考し、順位１位の

者を指定管理者の候補者として選定します。 

 なお、総合評価の判断基準として点数制を採用しますが、審査の結果、該当者な

しとする場合もあります。 

 

(２) 審査の手続 

  ア 申請書類の確認 

    申請書類については、本庄市都市整備部都市計画課・本庄市教育委員会スポーツ

推進課で書類確認を行います。 

 

  イ 書類審査（一次審査） 

    申請書類により、選定委員会で書類審査を実施します。 

    なお、書類審査により、上位５位までの者が面接審査に参加することができます。 

 

  ウ 面接審査（二次審査） 

    選定委員会により書類審査の上位５位までの者の面接審査を１０月上旬に実施し

ます。 

     面接審査では、プレゼンテーションを行っていただきます。プレゼンテーショ

ンには各団体３名以内の出席が可能です。 

 

  エ 候補者の選定 

    面接審査終了後、順位１位の者を指定管理者の候補者として選定します。 

 

  ※ 応募者が少数の場合、書類審査とプレゼンテーションを同時に行う場合がありま

す。 
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１４．選定審査対象除外 

   次に掲げる事項に該当するときは選考対象から除外いたします。 

 

 (１) 申請書類に虚偽の記載が明らかになったとき。 

 

 (２) この要項に違反、又は著しい逸脱が明らかになったとき。 

 

 (３) 応募期限までに必要な書類が整わなかったとき。（本市が追加資料の提出を求め

た場合は、その追加資料も含む。なお、追加資料にかかる提出期限は必要に応じ

て別に定めるものとする。） 

 

 (４) その他不正行為が認められたとき。 

 

１５．選定結果の通知・指定手続等 

 (１) 選定結果の通知予定時期 

    選定結果については、面接審査の参加者（グループの場合は代表者）に令和７年

１０月中旬に文書でお知らせします。 

 

 (２) 指定手続 

    選定団体については、地方自治法の規定に基づき、指定管理者として指定する議 

   案を本庄市議会に対して提案し、議決後に指定管理者として指定します。 

    指定にあたっては、指定団体に文書で通知するとともに、本庄市公告式条例（平

成１８年本庄市条例第３号）の定めるところにより告示します。 

    本庄市議会への提案は、令和７年第４回定例会を予定しています。 

 

 (３) 協定の締結 

    指定に伴い施設の管理に係る細目事項、指定管理料、リスクの管理、責任分担等

を定めるため、基本協定、年度協定を締結いたします。 

 

 (４) 事務引継ぎ 

    指定団体が令和８年３月３１日までの指定管理者と異なる団体であった場合に

は、指定期間開始までに必要な事務引継ぎを遺漏なく行ってください。なお、事務

引継ぎに要した費用は、すべて指定団体の負担とします。 
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(５) 指定管理者の指定取消し等 

    指定管理者が行う施設の管理の適正を期すために本市が行う指示に従わないと

き、その他指定管理者による管理を継続することが困難又は適当でないと認めると

きは、指定管理者の指定を取り消し、若しくは期間を定めて管理の業務の全部又は

一部の停止を命ずることがあります。 

 

 (６) その他 

    本庄市議会の議決が得られない場合や、議決を得るまでの間に指定することが著

しく不適当と認められる事情が生じたため指定しない場合も想定されますが、その

ような場合も含め、指定管理の申請、その他の準備のために支出した費用について

は、一切補償いたしません。 

 

１６．留意事項 

 (１) 接触の禁止 

    審査委員、本市職員及び本件関係者に対して、本件案件についての接触を禁止し

ます。接触の事実が認められた場合には、失格となることがあります。 

 

 (２) 申請内容変更の禁止 

    申請書類等の内容を変更することはできません。（軽微なものを除く。） 

 

 (３) 虚偽の記載をした場合の無効 

    申請書類等に虚偽の記載があった場合は、失格とします。 

 

 (４) 追加書類の提出 

    本市が必要と認める場合は、追加書類の提出を求める場合があります。 

 

 (５) 資料等の目的外使用の禁止 

    本市が提供する資料は、申請に関わる検討以外の目的で使用することを禁じます。 

    また、この検討の目的の範囲内であっても、本市の了承を得ることなく第三者に

対してこれを使用させ、又は提示することを禁じます。 

 

(６) 申請書類の取扱い 

    申請書類等は、理由の如何に関わらず返却しません。 

 

 (７) 申請の辞退 

    申請を行った後に辞退する際には、辞退届（様式任意）を提出してください。 
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 (８) 費用負担 

    申請に関する費用は、すべて申請者の負担とします。 

 

 (９) 著作権 

    申請書類等の著作権は、各申請者に帰属します。ただし、必要に応じ複写するこ

とがあります。（使用は市庁内及び選定委員会に限る。） 

 

 (10) 公文書 

    申請書類は、本庄市情報公開条例（平成 18 年本庄市条例第 20 号）に定める公文

書になるため、情報公開の請求により開示することがあります。 

    ただし、本庄市個人情報保護条例（平成 18 年本庄市条例第 21 号）の保護措置の 

   規定のものを除きます。 

 

（11）業務の委託 

管理運営上必要がある場合、又は効果的かつ効率的な遂行が期待できる場合には、

指定管理業務の一部を第三者に委託し、又は請け負わせることができる。ただし、

業務の適切な遂行並びに総合的な調整を行う業務については、委託を禁止する。 

また、指定管理業務の全部を一括して第三者へ委託し、又は請け負わせることは

できない。 

なお、業務の外部委託を行う際は、あらかじめ本仕様書に定める事業計画書に対

象業務を記載したうえで市の承認を得るものとする。 

 

１７．問い合わせ先 

    本庄市都市整備部都市計画課 （本庄市役所２階） 

     ＦＡＸ ０４９５－２４－０２４２ 

     E-mail tosikei@city.honjo.lg.jp 

 

    本庄市教育委員会スポーツ推進課 （本庄市役所４階） 

     ＦＡＸ ０４９５－２５－１１９３ 

E-mail sports@city.honjo.lg.jp 

 

・問い合わせは、全て、FAX 又は Eメールを使用してください。（原則として電話は不可） 

・応募関係書類の内容等に対する質問の取り扱いは、「９．応募方法等（３）」をご覧ください。 

 

-12-



- 1 - 
 

別記１－１ 共通仕様書 
 

 

 

本庄市都市公園指定管理者 共通仕様書 
 

 
１．本仕様書について 
 

  本仕様書は、都市公園の適正な管理を行うために市が必要と考える標準仕様であり、必

要最少限の管理内容を示したものです。 

  指定管理業務の実施にあたっては、この仕様書を基準としつつ、より効率的・効果的な

管理のため、施設価値や市民サービスの向上のために指定管理者が必要と判断した場合に

は、より良い管理を行うための創意工夫や積極的な提案を妨げるものではありません。 

そのため、作業方法や回数等については、必ずしもこれに拘束される必要はありません

が、内容を変更する場合であっても、管理対象が常に良好な状態に維持されなければなり

ません。また、安全確保に関する事項は、本仕様書に定めのあるものについては、これに

従うものとします。 

 

 

２．管理体制 
 

（１）責任者 

業務の適切な遂行並びに総合的な調整を行うため、次の職員を配置すること。 

なお、公園管理・造園施工等の資格を有する場合は、保有資格を証明する書類の写しを

添付すること。 

 

ア 総括責任者 １名   指定管理者が行う管理運営を総括する者 

イ 副責任者  １名   総括責任者を補佐し、総括責任者が都合により職務を全

うできない場合に、その職務を代行する者 

ウ 現場責任者 １名   都市公園の管理に関して、現場における業務の遂行を指

揮・調整する者 

 

（２）職員の配置 

点検・巡視を行う者、文書・会計管理をする者、許可事務を処理する者など（現場責任

者を除き体育施設との兼務可）、この仕様書に掲げる業務遂行のために必要な人員を適正

に配置し、業務実施体制を明確にしておくこと。 

 

（３）職員の教育、研修の実施 

職員の技術・知識の向上に加えて、人権等への配慮、個人情報保護意識の確立など業務

上必要な事項について、計画的な研修等により十分に養成を行うこと。 
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３．本業務の内容 
 

（１）施設の維持管理に関する業務 

 

 ア．園地管理（園路・広場） 
 
（ア）清掃・環境保全 
 

ａ．巡視・点検に併せて日常的に実施し、園内を常に清潔な状態に保つこと。 
ｂ．落葉時期は特に注意し、Ｕ字溝、排水路、排水枡等についても、堆積した枯れ葉や土等

を適宜除去すること。 
ｃ．ゴミは、分別して回収し、資源ゴミはできる限り再利用すること。また、不法投棄につ

いても家電リサイクル法等関係法令にのっとり、適正に処分すること。 
ｄ．有害生物（スズメバチ、マムシ等）等が発生した場合、駆除・排除を行うこと。 

 

（イ）除草 

 

ａ．清掃と同様に日常的に行い、園内の環境美化に努めること。特に夏季等には重点的に行

い、利用者の快適性に影響を及ぼさぬようにすること。 

ｂ．状況に応じて草刈機使用（ハンドガイド式、肩掛式等）と人力除草を使い分け、機械を

使用する場合には、安全確保に最大限配慮すること。また、作業終了後は清掃を行うこ

と。 

ｃ．ハンドガイド式による箇所は最低限年３回以上、肩掛式による箇所は最低限年２回以上

行うこと。 

ｄ．除草に際し、除草剤などの薬剤を使用する際には、農薬登録のある薬剤を、農薬取締法

及び関係法令等を遵守した上で、管理上やむを得ない必要最小限の範囲に限って使用す

ること。 

ｅ．薬剤の使用にあたっては、事前及び事後に利用者並びに周辺住民に告知看板、回覧文等

により周知を徹底した上で、周囲への飛散に注意し、利用者並びに住民への健康被害や、

農作物への被害等を発生させることの無いようにすること。 

なお、周辺環境を考慮し、薬剤の使用を認めない公園については、特記仕様書（別記２

－１）で定める。 

 

 イ．修景施設管理 

 

（ア）樹木 

 

ａ．剪定は、樹種や樹形、配置等に考慮し適切な時期に行うこと。 

ｂ．高中木剪定は、必要に応じて行うこととし、実施回数は維持管理基準書（別記２－１・

別表）を目安とする。ただし、樹木の生育状況や配置、近隣との関係に応じて個々に実

施頻度を調整して行うものとする。 

ｃ．低木及び生垣は、年１回以上行い、視認性の確保にも配慮すること。 

ｄ．作業にあたっては十分な安全対策を講じること。特に、高所作業車等を使用する場合は、

利用者の立ち入りを制限する等、事故が発生しないようにすること。 

ｅ．原則として作業は公園の敷地内で実施するものとするが、立地等の関係上、道路、その

他の敷地上で実施する場合は、管理者等関係先と十分に事前協議を行うとともに、必要

に応じて交通整理員を配すこと。 

ｆ．枯木・枯枝、折れ枝等の発生には特に注意を払い、未然に除却を行うなど利用者の安全

に配慮した管理をすること。また、樹木が第三者の敷地に越境しないように管理し、第

３者の敷地からの樹木の越境については、所有者と調整の上適切に処理すること。 
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ｇ．必要に応じて灌水、補植等を行い、樹木の良好な育成に努めること。 

ｈ．樹木の育成に伴い不要となった支柱等は適宜撤去すること。 

ｉ．伐採は、原則として管理上やむを得ない場合のみとする。支障木等についても極力移植

を行うこと。なお、伐採、移植等の実施にあたっては事前に市と協議すること。 

 

（イ）芝生 

 

ａ．芝生管理を行う公園については特記仕様書（別記２－１）で定める。 

ｂ．刈込を年４回以上実施すること。この際、刈り残し、刈りムラ等のないよう注意するこ

と。 

ｃ．施肥、目土、除草を適宜行うこと。また、ブラッシング、エアレーションは必要に応じ

て行うこと。 

ｄ．管理に係る年間スケジュールを作成し事業計画書に添付すること。 

 

（ウ）花壇 

 

ａ．花壇管理を行う公園については特記仕様書（別記２－１）で定める。 

ｂ．花壇は年４回以上植え付けを行い、適宜施肥、植替、灌水、補植等を行うこと。 

 

（エ）防除 

 

ａ．植栽地における病害虫（アメリカシロヒトリ、チャドクガ、クビアカツヤカミキリ等）

の発生状況の点検及び薬剤散布等によるスポット処理を行い、防除に努めること。また、

有害生物（スズメバチ、マムシ等）等が発生した場合、駆除・排除を行うこと。 

ｂ．防除にあたり殺虫剤等の薬剤を使用する際には、農薬登録のある薬剤を、農薬取締法及

び関係法令等を遵守した上で、管理上やむを得ない必要最小限の範囲に限って使用する

こと。 

ｃ．薬剤の使用にあたっては、事前及び事後に利用者並びに周辺住民に告知看板、回覧文等

により周知を徹底した上で、周囲への飛散に注意し、利用者並びに住民への健康被害や、

農作物への被害等を発生させることの無いようにすること。 

なお、周辺環境を考慮し、薬剤の使用を認めない公園については、特記仕様書（別記２

-１）で定める。 

ｄ．公園内のサクラ及びウメに対し、クビアカツヤカミキリの防除薬剤散布を年２回行うこ

と。散布時期については原則６月下旬及び７月下旬とし、変更する場合は協議によるこ

ととする。また、散布場所については、特記仕様書（別記２-１）で定める。 

  なお、使用薬剤についてはアクセルフロアブルもしくは同等品以上の規格を有する薬剤

とし、散布前に担当者の承認を得ることとする。 

 

（オ）噴水、流れ及びせせらぎ 

 

ａ．ゴミ、落ち葉等を適宜清掃すること。取水設備（ポンプ等）等については、必要に応じ

て保守点検、修繕を行うこと。 

ｂ．噴水、せせらぎ等の清掃回数やポンプの稼働時間、開放時期等については、特記仕様書

（別記２-１）で定める。 
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ウ．遊戯施設管理（遊具、砂場等） 

 

（ア）遊具 

 

ａ．専門技術者による年１回の遊戯施設点検 

   遊具種別表（別記２－１・別紙）に記載の遊戯施設については、都市公園法に基づき、

一般社団法人日本公園施設業協会による「遊具の安全に関する規準」JPFA-SP-S:2024 に

沿って基準点検・劣化診断を実施すること。なお、この業務については一般社団法人日

本公園施設業協会が認定した「公園施設製品安全管理士」を業務責任者とし、業務責任

者とは異なる「公園施設製品安全管理士」又は「公園施設製品整備技士」を業務担当者

とする。業務担当者は点検業務を行い、業務責任者は点検表に基づく判定を行うことと

し、職務を兼ねることはできないものとする。 

   実施前後には、次の書類を市へ提出すること。 

   （実施前）作業計画書、業務責任者及び業務担当者の資格証の写し 

   （実施後）点検報告書、点検状況を記録した報告書と電子データ 

  点検作業中、遊具の破損など事故につながる危険性が確認された場合は、市へ早急に連

絡するとともに、速やかに安全を確保し、適切な処置を講じること。 

 

ｂ．日常点検 

・上記 aのほか、日常的に点検を行い、劣化（部材の消耗、塗装の剥離等）等の異常が

発見された場合、「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲内にあっては早急に修繕

を行い、市に報告すること。「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲外及び異常の

程度が重大である場合には、使用禁止等適切な措置を取った上で速やかに市に報告し、

対応を協議すること。 

・点検に際しては、上記ａ同様の安全基準及び国土交通省が策定した「都市公園におけ

る遊具の安全確保に関する指針（改訂第３版）」に準ずること。 

・点検に携わる者は、一般社団法人日本公園緑地協会並びに一般社団法人日本公園施設

業協会が主催する「遊具の日常点検講習会」を受講し、修了証の写しを市に提出するこ

と。 

・点検に際しては、前項の修了者が行うことを原則とする。 
・点検の結果、修繕や撤去を行うべきと判断された物について、当該修繕及び撤去を

行うまでの間は、使用禁止措置を講ずるものとし、巡視などの際には、安全確保に不

足がないか確認すること。 

 

（イ）砂場 

 

ａ．指定管理期間中、全ての砂場において年１回以上砂の入替を行い、適宜耕運、砂の補充

（洗浄された細粒の砂）等を行い、施設機能の確保を行うこと。また、犬、猫糞やガラ

ス片等の混入により、衛生、安全面に支障をきたさぬようにすること。 

 

エ．便益施設管理（トイレ、駐車場等） 

 

（ア）トイレ 

 

ａ．便器、手洗い、床、壁（蜘蛛の巣除去等も含む）、鏡、窓ガラス、照明器具等を日常的

に点検、清掃し、清潔に保つとともに、詰まり等は直ちに対処すること。トイレ清掃は

週２回以上とする。 

ｂ．浄化槽が設置されている場合にあっては、浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）に基づ

く法定点検を行うこと。 
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ｃ．仮設トイレにあっては、適宜汲み取りを行うこと。 

ｄ．各作業にあたっては利用者の利便性に配慮すること。 

ｅ．劣化等の異常が発見された場合、「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲内にあっ

ては早急に修繕を行い、市に報告すること。「５．都市公園に係る工事等の分担」の範

囲外及び異常の程度が重大である場合には、使用禁止等適切な措置を取った上で速やか

に市に報告し、対応を協議すること。 

ｆ．ホルダー内には常にペーパーがあるように補充を欠かさぬこと。また、予備のペーパー

も十分な量を確保しておくこと。 

ｇ．防犯対策として施錠を行うトイレについては、特記仕様書（別記２－１）で定める。 
ｈ．利用者が多く清掃回数を増やす公園については、特記仕様書（別記２－１）で定める。 

 

（イ）駐車場 

 

ａ．砂利敷きの駐車場で、車両の通行により地面に凹凸が発生した場所については、通行に

支障が出ないように適宜、不陸整正を行うこと。 
ｂ．場内の視認性が損なわれないよう植栽を適切な状態に維持するとともに、駐車場から

園内に車両が容易に進入することがないよう、柵や生垣、車止めが境界として機能す

るよう維持すること。 
ｃ．防犯の観点から、出入口の施錠及び点検・確認を行う公園については、特記仕様書（別

記２－１）に定める。 
 

オ．その他の施設管理 

 

（ア）東屋、ベンチ 

 

ａ．ネジの緩みや座板の破損などに注意し、利用者が安全に利用できるよう維持すること。 

 

（イ）柵、門、サイン、車止め 

 

ａ．防犯の観点から、門扉等の施錠及び点検・確認を行う公園については、特記仕様書（別

記２－１）に定める。 
ｂ．各種サイン、案内板等は定期的に清掃を行うとともに、記載の内容に齟齬がないように

留意すること。 
ｃ．施錠可能な車止めは施錠し、鍵を適切に管理すること。また、錠については市と協議

の上、可能な限り一律の規格とすること。 
 

（ウ）電気設備、水道設備 

 

ａ．電気設備（照明灯以外）は日常的に点検を行い、劣化等の異常が発見された場合、「５．

都市公園に係る工事等の分担」の範囲内にあっては早急に修繕を行い、市に報告するこ

と。「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲外及び異常の程度が重大である場合に

は、使用禁止等適切な措置を取った上で速やかに市に報告し、対応を協議すること。 

ｂ．照明灯については、球切れ等の異常が発見された場合、市が委託する維持管理事業者に

連絡し対応を依頼すること。なお、照明灯柱部に劣化等の異常が発見された場合はａと

同様の対応とする。 

ｃ．水道施設については、冬季の凍結による破損を防ぐため、凍結防止帯を施す等、必要な

対策を講じること。 
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（エ）防犯カメラ 

 

ａ．既設の防犯カメラについては日常的に点検を行い、撮影が行われているか確認すること。

また、事件、事故等の発生に伴い、警察署から映像の閲覧又は提供依頼を受けた場合に

は、市へ報告すること。このほか、必要に応じて指定管理者が新しく防犯カメラを設置

する必要がある場合には、市と協議の上設置し、本庄市防犯カメラの設置及び運用に関

する要綱（平成２５年本庄市告示第３４７号）を遵守し、適切な管理を行うこと。 

 

カ．公園点検 

 

（ア）日常点検 

 

ａ．指定管理者は、全公園を週１回以上、巡視・点検し、管理施設の異常や不適切利用の有

無等を確認する。 

 

（イ）合同点検 

 

ａ．市と指定管理者は、合同で年２回公園点検をするものとする。指示事項、協議事項等及

び対応状況（予定も含む）を記載した点検報告書を点検後、２週間以内に市に提出する

こと。 

 

 キ．小規模修繕 

 

（ア）小規模修繕 

 

ａ．指定管理者は、本仕様書に具体的な定めのない事項についても、管理する公園施設に支

障があると判断した場合には、「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲内にあって

は早急に修繕を行い、市に報告すること。なお、市場価格調査等を行い、適正な価格で

あることを確認すること。 
ｂ．「５．都市公園に係る工事等の分担」の範囲外及び異常の程度が重大である場合には、

使用禁止等適切な措置を取った上で速やかに市に報告し、対応を協議すること。なお、

指定管理者が修繕を行う場合には、２者以上の見積りを徴すること。 
ｃ．修繕業務において発生した廃棄物については、関係法令に従い適切に処理すること。産

業廃棄物の処理に係るマニフェストを発行した場合には、市へ写しを提出すること。 
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（２）利用の許可に関する業務 

 

管理する都市公園において、本庄市都市公園条例第８条に規定する特定の行為をしようと

する者がいる場合には、下記に従い許可の業務を行うものとする。 

 

ア 実施体制 

 

（ア）窓口 

 

ａ．行為の許可手続きに係る窓口は特記仕様書（別記２－１）で定める。 
ｂ．窓口の開設時間は、スポーツ推進課所管の公園施設の利用受付業務の受付時間に合わせ

るものとする。 
ｃ．上記の窓口には、許可手続きに従事する者を常時１名（体育施設の受付業務と兼務可）

以上配置し、利用者へのサービスに支障なく対応できる体制をとること。 

 

イ 許可手続き 

 

（ア）許可 

 

ａ．事務処理にあたっては、本庄市都市公園条例等の関係法令及び市が別に定める基準によ

り行うものとし、処理につき疑義がある場合には、市と協議を行うこと。 
ｂ．許可実績については、月例報告書において市に報告すること。 
ｃ．行為に伴って鍵を貸与する場合には、適正な利用や返却がなされるよう管理を徹底す

ること。 
 

（イ）利用調整 

 

ａ．近隣及び警察や消防等の関係機関との調整を要する行為の場合には、申請者に対して調

整を行うよう指導するなど、利用上の問題が生じないようにすること。 
ｂ．市が行う事業や公共性の高い事業、自治会等が行う地域振興に資する催し等に協力を

すること。 
 

ウ 利用料金 

 

（ア）設定 

 

ａ．利用料金の額は、条例に定める範囲内で、指定管理者が市長の承認を得て定めること。 

 

（イ）減免、還付 

 

ａ．利用料金の減免及び還付は、本庄市都市公園条例施行規則及び市が別に定める基準によ

り行うものとし、適用につき疑義がある場合には、市と協議を行うこと。 
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（３）都市公園の管理上必要と認める業務 

 

ア 利用管理 

 

（ア）連絡先の明示 

 

ａ．指定管理者は、管理する都市公園に指定管理者名・連絡先・主な管理業務内容等を明記

した看板を設置すること。なお、看板の記載内容については、市と協議すること。 

 

（イ）意見、要望等 

 

ａ．ホームページやＳＮＳ等を活用し、利用者の意見を収集すること。 

ｂ．寄せられた意見や要望は適正に処理し、市に報告、協議すること。また、これに係る台

帳を作成、管理し、必要に応じて市に開示すること。 

ｃ．個人情報は指定管理業務に必要な範囲内でのみ取得するものとし、管理には万全を期す

こと。 

 

（ウ）不適正利用、不法行為 

 

ａ．火気使用やゴルフ練習等、本庄市都市公園条例等で規定する禁止行為、並びに所定の許

可を受けずに制限行為を行っている者を確認した場合は、直ちに適正かつ安全に利用す

るよう指導を行うものとし、必要に応じて市に報告するものとする。また、必要に応じ

て看板等で注意、啓発に係る周知をすること。 
ｂ．ホームレスが公園を起居の場所として使用している場合は、速やかに市に通報すること。

対応については協議の上で行うものとする。 
ｃ．公園内で不法行為が行われていることを確認した場合は、速やかに市や警察を初めとし

た関係機関に連絡の上、対処すること。 

 

（エ）地域連携 

 

ａ．公園愛護奉仕活動団体、自治会、並びにボランティア団体等を支援、及び協働し、地域

住民に密着した公園管理を行うこと。 

 

（オ）拾得物、残地物の処理 

 

ａ．拾得物は台帳を作成し、原則として所管の警察署に届けること。 

ｂ．園内に残置された車両等（自転車、バイク、自動車等）を発見した際には市に報告するこ

と。この際、関係法令に従い処分できるものについては、市と協議の上で処分するもの

とする。 
ｃ．特に、園内（自転車駐車場を除く）で発見された放置自転車については、所轄の警察署

に盗難等の照会を行い、盗難車以外の自転車は警告札を取り付けること。警告札を取り

付けたにもかかわらず、当該自転車が２週間放置されている時は、警察署から発行され

た「放置自転車取扱票」を市へ送付し、市へ撤去を依頼すること。 

 

（カ）駐車場の利用 

 

ａ．原則として、公園利用と関係の無い駐車場利用は認めないものとする。ただし、例外

として、公共性のある事業や催しにおいて止むを得ず使用する場合には調整に応じる

ものとする。この場合においても、公園利用者を最優先とし、公園の本来の利用に支
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障をきたしてはならない。 
ｂ．駐車行為が公園利用とは無関係であると判断された場合には、事実確認に努め、必要に

応じて指導を行うこと。 

 

（キ）車両の一時通行 

 

ａ．公園内において、指定された場所以外への車両等の乗り入れ及び駐車を禁止すること。

また、車両が進入可能な箇所は施錠管理すること。 
ｂ．やむを得ず園内を車両が通行する必要がある場合には、指定管理者において、相手方

や目的、車両、期間等を特定した上で、一時的な乗入承認を行うこと。この際、車止

め等の鍵の貸出を行う場合には、その管理を徹底すること。 
 

イ 業務管理 

 

（ア）報告・協議 

 

ａ．事業計画書 

各事業年度の事業計画書を前年度の２月末日までに提出し、市の承認を得ること。なお、

事業計画書は主に次の内容をもって構成されるものとする。 

Ⅰ．業務概要 

Ⅱ．業務工程概要 

Ⅲ．業務組織図 

Ⅳ．管理目標 

Ⅴ．管理方針 

Ⅵ．作業予定スケジュール（全体、公園ごと）等 

Ⅶ．収支計画 

Ⅷ．自主事業計画 

Ⅸ．業務訓練、教育計画 

Ⅹ．使用機械、薬剤等一覧 

Ⅺ．各種対策（緊急、環境、個人情報保護等） 

Ⅻ．その他必要な事項 

ｂ．月例報告書 

月例報告書を翌月の１０日までに提出し、市の承認を得ること。なお、月例報告書は主

に次の内容をもって構成されるものとする。 

Ⅰ．作業実施状況の記録 

Ⅱ．作業実施数量等の記録 

Ⅲ．点検、修繕等の記録 

Ⅳ．意見、要望等の記録 

Ⅴ．作業記録写真 

Ⅵ．収支報告 

Ⅶ．自己評価 

Ⅷ．意見、提言等 

Ⅸ．行為許可の処理記録 

Ⅹ．その他必要な事項 

ｃ．事業報告書 

各事業年度の事業報告書を毎年度終了後３０日以内に提出し、市の承認を得ること。な

お、事業報告書は主に次の内容をもって構成されるものとする。 

Ⅰ．管理業務の実施状況のまとめ 

Ⅱ．作業実施数量等のまとめ 
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Ⅲ．収支実績報告（収支の内訳報告含む） 

Ⅳ．自主事業報告 

Ⅴ．意見、要望等のまとめ、及び対応状況一覧 

Ⅵ．業務訓練、教育計画実施状況一覧 

Ⅶ．自己評価（管理目標の達成状況等） 

Ⅷ．その他必要な事項 

ｄ．指定管理者は業務に係る書類を整理し、市が必要と認めた際には担当職員に速やかに開

示できるようにすること。 
ｅ．協議 

業務の実施に疑義が生じた場合や仕様の変更を行う場合など、必要に応じて市と協議

を行うものとする。協議は原則として書面によるものとするが、内容の軽微なものに

ついてはこの限りではない。 
 

（イ）情報管理 

 

ａ．文書管理 

指定管理者は、本庄市の文書取扱規則に準拠して文書の管理・保管を行うこと。 

指定期間終了後についても、市が必要と判断したものを市及び新たな指定管理者に引

き継ぐものとする。 

市と取り交わした協定書、協議書等、業務に係る書類は適正に管理を行い、市の許可無

く第三者に開示、提供等をしてはならない。 

ｂ．個人情報の取り扱い 

指定管理者が管理運営を行うにあたって、個人情報を取り扱う場合においては細心の

注意を払い、漏えい、滅失、第三者への提供等が起こらぬよう保護に係る必要な措置を

講じること。なお、万が一前述のような事例が生じた場合には、個人情報の保護に関す

る法律（平成１５年法律第５７号）に基づく罰則の対象となる。 

ｃ．情報公開 

本庄市情報公開条例（平成１８年本庄市条例第２０号）第２４条の２の規定に基

づき、市は、指定管理者が管理する施設に関する情報の公開の請求があった場合には、

指定管理者に対し当該情報を請求し、指定管理者は、市から請求があった場合には、該

当文書を提出するものとする。 

 

（ウ）緊急対応 

 

ａ．事故や災害時など迅速かつ的確に情報を伝達するとともに対応できる体制を確立し、市

に報告すること。なお、緊急時とは次の場合を指すものとする。 

Ⅰ．熊谷地方気象台において、大雨警報と洪水警報が重複して発表された場合 

Ⅱ．震度５弱以上の地震が発生した場合 

Ⅲ．その他の自然災害、感染症や事件等の危険事象発生時 

Ⅳ．その他、都市公園利用者及び周辺住民等の生命、身体的被害が及ぶ恐れがある時 

ｂ．大雨・強風等の注意報や警報等が発表された場合、及び事故等の発生時の対応について

は次のとおりとする。 

Ⅰ．注意報や警報等が発表された場合には、事前に施設の点検を行い、必要に応じて被

害が発生しないよう対策を講じること。 

Ⅱ．災害や事故等が発生した場合は、被害者の救済、保護などの応急処置を講じる他、

状況に応じて関係機関に連絡を取り対処すること。 

Ⅲ．災害時は公園利用者の安全性を確保し、迅速かつ的確に避難誘導を行うこと。また、

関係機関と連携して施設を有効に活用（避難場所等）すること。 

Ⅳ．警報等の解除後は園内を巡視し、被害の有無を点検し、被害がある場合は速やかに
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市へ報告を行うとともに、二次被害を引き起こさないように処置すること。 

 

（エ）保険 

 

ａ．指定管理者は、責任分担表等に定める自らのリスクに対して、適切な範囲で第三者賠償

保険（施設賠償責任保険など）に加入すること。なお、以下の補償内容を最低限満たし

ていなければならないものとする。 

保険期間：５年（１年ごとの更新でも可）  
補償額   対人：１名 １億円、１事故 １０億円 

対物：１事故 ２千万円 
ｂ．自主事業の実施を計画する場合、その事業が第三者賠償保険の補償範囲外の内容を含む

際には、別途必要な保険に加入すること。 

 

（オ）光熱水費 

 

ａ．維持管理業務上必要となる光熱水費等は指定管理者が負担すること。 
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４．リスクの管理・責任分担表 
リスクの管理・責任分担については、次を基本として、市と指定管理者が協議により基本

協定で定めるものとする。 

リスクの種類 リスクの内容 

負担者 

指定管理者 市 

物価変動 人件費、物品費等の物価変動に伴う経費の増減 協議事項 

金利変動 金利変動に伴う経費の増減 ○  

使用料の改定 条例改正に伴う施設使用料の改定 協議事項 

法令等の変更 

施設管理、運営に影響を及ぼす法令等の変更  ○ 

上記以外の法令等の変更 ○  

税制度の変更 

施設管理、運営に影響を及ぼす税制変更  ○ 

上記以外の税制変更 ○  

施設競合 競合施設による利用者減、収入減 ○  

需要変動 当初の需要見込みと異なる状況 ○  

運営費の膨張 市以外の要因による運営費の膨張 ○  

書類の誤り 

仕様書など市が責任を持つ書類の誤りによるもの  ○ 

事業計画等指定管理者が提案した内容の誤りによ

るもの 

○  

支払い遅延 

経費の支払い遅延（指定管理者→再委託を行う第

三者）によって生じた事由 

○  

政治、行政的理由に

よる事業変更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務の継続

に支障が生じた場合、又は業務内容の変更を余儀な

くされた場合の経費及びその後の維持管理費にお

ける当該事情による増加経費負担 

 

○ 

施設損傷 基本協定第39条第3項による ○  

損害賠償 

施設、機器等の不備による事故 協議事項 

指定管理者の責による施設管理又は運営上の瑕疵

による事故 

○ 
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不可抗力 

暴風雨、洪水、地震、火災等による、市又は指定

管理者のいずれの責にも帰することの出来ない不

可抗力による施設、設備の修復による経費の増加

及び事業履行不能 

協議事項 

災害時対応 

待機連絡体制確保、被害調査・報告、応急措置 ○  

災害復旧工事  ○ 

不可抗力発生時  協議事項 

災害時の避難場所

としての使用 

本施設が避難場所として使用されている間の業務

停止による運営リスク 
協議事項 

個人情報の漏えい  ○  

セキュリティ 警備不備による犯罪発生 ○  

保険 

本業務 

・全国市有物件災害共済会建物総合損害共済 

・全国市長会市民総合保険 

 ○ 

本業務の保険の適用範囲外及び本業務以外 

・施設賠償責任保険 

・第三者賠償保険 

・上記のほか必要な保険 

○  

 

５．都市公園に係る工事等の分担 

 
都市公園に係る工事等の分担は、原則として次のとおりとする。なお、工事等の年度上限

額は特記仕様書（別記２－１）で定める。 

項目 分担の内容 
負担者 

指定管理者 市 

都市公園に係る 

工事等 

小規模な修繕、工事 

（１件あたり 30 万円未満） 
○  

その他の修繕、工事 

（１件あたり 30 万円以上） 
協議事項 
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６．管理にあたっての留意事項 
 

（１）公園施設の現状変更や増減 

 

修繕や樹木の伐採、自主事業等に伴い、管理する公園施設に現状変更や増減が生じる場

合には、事前に市と協議するとともに、実施後は結果を速やかに報告すること。 

 

（２）用地の保全 

 

公園外周の境界杭等の保全に努めること。又、異常があった場合は、速やかに市に報告

すること。 

 

（３）備品等の扱いについて  

 

指定管理者が、指定管理中に管理経費により購入した備品等の指定管理期間終了後の扱

いについては、市に引き継ぐものとする。 

また、市から貸与する鍵等の物品については、適切な管理を行うこと。 

 

（４）市から要請があった場合の協力 

 

指定管理者は、市から都市公園に関することや管理運営に関すること等において調査、

作業の指示や要請等があった際には、迅速、誠実かつ積極的な対応を行うこと。 

指定管理者は、市が実施する主要な事業（緊急安全点検、防災訓練、催事、検査等）や、

市が本庄市都市公園条例に基づき行う行為、占用等の第三者等への処分内容について支

援、配慮、協力を行うこと。 

 

（５）公園管理者以外が設置・管理する公園施設及び占用物件について 

 

公園管理者以外が設置・管理する公園施設や、電柱等の占用物件については、その設置

者もしくは占用者が管理を行うこととなっているが、巡回・点検の際に異常を発見した場

合には、市へ速やかに報告すること。 

 

（６）守秘義務について 

 

指定管理業務に関わることで知り得た情報の一切は、指定管理期間中はもとより、期間

終了後においても厳に守秘をしなければならない。また、一部業務の委託先等についても

同様の扱いとする。 

 

（７）法令等の遵守 

 

都市公園法、同施行令、本庄市都市公園条例、同施行規則、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律、労働基準法、労働安全衛生法、農薬取締法、行政手続法、同条例、個人情報保

護法、本庄市個人情報保護条例、本庄市情報公開条例、その他関係法令等について遵守す

ること。 

 

（８）環境記録について  

 

    環境マネジメントシステムの報告対象施設については、本庄市環境マネジメントシステ

ムマニュアルに従い、環境記録を作成して市に提出すること。 
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（９）その他 

 

この仕様書、特記仕様書等に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、指定管理者と市

が協議の上、定めるものとする。 
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別記１－２ 共通仕様書 

 

本庄市体育施設指定管理者 共通仕様書 

 

１ 本仕様書について 

  指定管理者の行う業務は、本庄市の体育施設の維持管理運営業務全般、その他教育

委員会が必要と認める業務であり、以下に定めるものとします。 

指定管理者は、各施設の特色を熟知した上で、効率的かつ安定した管理運営を行う

ものとします。なお、本仕様書に掲げるものは、必要最少限の管理を示すものであり、

指定管理者の持つノウハウを十分に発揮し、維持管理運営業務に係る積極的な提案を

行い、施設価値、並びに市民サ－ビスの向上を追求するものとします。 

 

２ 利用時間、休業日 

（１）利用時間 

        特記仕様書（別記２－２）で定める。ただし、指定管理者の申請により教育

委員会が必要と認めるときは、これを変更することができる。 

（２）休業日 

     １２月２８日から翌年１月４日までの日。ただし、指定管理者の申請により 

     教育委員会が必要と認めるときは、臨時に開館し、又は休館することができ 

る。 

 

３ 管理体制 

（１）責任者 

  体育施設の指定管理業務に従事する職員を適正に配置しなければならない。

内訳としては、統括責任者を１名、これを補佐する者を１名以上、現場責任

者１名を配置する。 

（２）職員の配置 

  点検、巡視を行う者、文書・会計管理をする者、許可事務を処理する者など

（現場責任者を除き都市公園との兼務可）、この仕様書に掲げる業務遂行の

ために必要な人員を適正に配置し、業務実施体制を明確にしておくものとす

る。 

（３）職員教育の実施 

指定管理者は、指定管理業務に携わる職員の技術向上はもとより、人権等へ

の配慮、個人情報保護意識の確立などの必要な事項について、計画的な研修

等により十分に養成を行うものとする。 
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４ 業務の範囲 

（１）施設及び設備（以下「施設等」という）の維持管理に関すること 

   ア．設備等の保守管理及び保守点検 

   イ．施設内外の警備及び巡回 

   ウ．施設等の清掃等環境の整備 

   エ．施設等の修繕（施設の大規模修繕、計画的な改修及び修繕を除く） 

（２）施設の利用に関すること 

   ア．利用の受付、予約の調整 

   イ．許可申請の受付及び許可書の交付 

   ウ．利用料金の徴収、減免に関する手続き処理 

   エ．利用者の統計等集計業務 

（３）事務処理等 

   ア．庶務（業務日誌、市への事業報告書の作成） 

   イ．経理事務（指定管理業務にかかる帳簿の作成） 

   ウ．支払業務（光熱水費、消耗品等の支払業務） 

   エ．消耗品の購入及び取替え 

   オ．利用料金の徴収業務 

   カ．市の貸与物品の管理 

   キ．日常業務の調整 

（４）施設の安全対策 

   ア．災害等発生時に備えた対策 

   イ．事故等の未然防止のための安全点検 

   ウ．消防法に基づく防火訓練等の実施 

 

５ 業務の内容 

（１）施設の維持管理に関する業務 

 ア．施設管理 

 （ア）清掃･保守 

ａ．指定管理者は、施設等の機能と環境を良好に維持し、サービス提供が常

に円滑に行われるように、特記仕様書（別記２－２）の施設等の日常点検、 

保守、清掃及び法定点検等の保守管理業務を行うこと。なお、この場合に

おいて、利用者の妨げにならないよう注意して実施すること。 

   ｂ．管理業務を実施するために必要な人員配置は、特記仕様書で定める。 

   ｃ．施設の管理運営に必要な防火管理責任者の資格を有する者を確保し、消

防計画を作成すること。 
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   （イ）グラウンド・テニスコートの管理 

     ａ．除草、清掃は日常的に行うこと。 

ｂ．除草については、特に夏季等には重点的に行い、利用者の快適性に影響 

を及ぼさぬようにすること。 

ｃ．清掃については、巡視、点検の際には併せて実施するようにし、施設を

常に清潔な状態に保つよう心掛けること。落葉時期には特に注力すること。 

ｄ．ゴミは、分別して回収し、資源ゴミはできる限り再利用すること。また、 

不法投棄についても家電リサイクル法等関係法令にのっとり、適正に処分 

すること。 

   イ．備品管理等 

   （ア）指定管理者は、施設の管理運営を行うに当たり、市が貸与する物品を無償      

で使用することができる。 

   （イ）指定管理者は、市の所有に属する物品については、本庄市物品会計規則（平

成１８年本庄市規則第４６号）及び関係規則に定められた備品台帳等を備え、

同規則の管理の原則及び分類に基づいて管理するものとする。 

ウ．警備業務について 

     機械警備装置が設置されている施設は、指定管理者が機械警備装置を引き継 

ぐものとする。 

   エ．長期契約等の業務について 

     現在、長期継続契約を締結している業務については、指定管理者は、契約期

間満了まで引き継ぐものとする。また、契約満了後も必要なものは継続する

こと。リース契約物件は、特記仕様書（別記２－２）で定める。 

   オ．防除等 

  体育施設内における病害虫（アメリカシロヒトリ、チャドクガ、クビアカツ

ヤカミキリ等）の発生状況の点検及び「薬剤散布等」によるスポット処理を

行い、「防除」に努めること。また、有害生物（スズメバチ、マムシ等）等

が発生した場合、駆除・排除を行うこと。 

   カ．薬剤使用について 

（ア）ア．施設管理の（イ）除草、清掃等、オ．防除等の項目に関連し、除草剤

や殺虫剤等、薬剤を使用する際には、農薬登録がなされている薬剤を、農

薬取締法及び関係法令等を遵守した上で、管理上やむを得ない必要最小限

の範囲に限って使用を許可する。 

（イ）薬剤の使用にあたっては、事前及び事後に利用者並びに周辺住民に告知看

板、回覧文等により周知を徹底した上で、周囲への飛散に注意し、利用者

並びに住民への健康被害や、農作物への被害等を発生させることの無いよ

うにすること。  
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   なお、周辺環境を考慮し、薬剤の使用を認めない体育施設については、特

記仕様書（別記２－２）で定める。 

   キ．拾得物について 

     拾得物は台帳を作成し、原則として所管の警察署に届けるものとする。 

   ク．不法行為について 

     施設内で不法行為が行われていることを確認した場合は、速やかに市を始め

とした関係機関に連絡の上、対処するものとする。 

   ケ．管理上の資格、免許等 

     施設管理に通常必要とされる次のような資格、免許を有し、又は外部委託等 

     により資格者を確保するものとする。 

      （ア）電気主任技術者 

      （イ）防火管理者 

   コ. 自動販売機の管理 

     指定管理者は、必要に応じて自動販売機を体育施設に設置し、適切な管理を 

行うものとする。 

サ．防犯カメラ 

施設内に設置された防犯カメラの管理を行い、映像を第三者へ閲覧又は提供

することは禁止する。ただし、事件、事故等の発生に伴い、警察署から映像

の閲覧又は提供依頼を受けた場合には、市へ報告し、対応を協議すること。

このほか、本庄市防犯カメラの設置及び運用に関する要綱（平成２５年本庄市告示

第３４７号）を遵守し、適切な管理を行うこと。 

シ．その他の施設管理 

（ア）指定管理者は日常的に特記仕様書（別記２－２）で定める体育施設の巡視、

点検を行い、劣化による損傷や球切れ等の異常が発見された場合、リスク

の管理・責任分担表（別紙１）の範囲内にあっては早急に修繕を行い、市

に報告すること。責任分担表の範囲外、及び異常の程度が重大である場合

には、使用禁止等適切な措置を取った上で速やかに市に報告し、対応を協

議すること。 

（イ）水道施設については、冬季の凍結による破損を防ぐため、凍結防止帯を施

す等、必要な対策を講じること。 

ス．光熱水費 

      維持管理業務上必要となる光熱水費等は指定管理者が負担するものとする。 

 

（２）利用の許可に関する業務 

   ア．利用等に関する業務 

   （ア）本業務については、関係条例、規則等を遵守し、本庄市公共施設予約シス
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テムにて予約業務や出納業務を行うものとする。 

ただし、次年度において優先される利用日程（市事業、スポーツ協会・レク

リエーション協会・スポーツ少年団・児玉郡市中体連主催大会等）は、毎年

１月末までに市、指定管理者及び関係者により利用調整を行い決定された日

程に支障のない範囲内で、指定管理者は業務を行うものとする。 

   （イ）業務時間は、午前９時から午後９時３０分までとする。 

（ウ）各地域の体育施設では、特記仕様書（別記２－２）で定める施設の受付、

鍵の貸出し、夜間照明用コインの貸出し等の業務を行うこと。 

（エ）受付業務は常時１名以上とし、利用者へのサービスに支障なく対応でき 

  る人員体制とすること。 

   （オ）電話での問い合わせや施設見学等については、適切に対応をすること。 

   （カ）利用者が円滑に利用できるよう、必要な準備を行うこと。 

   （キ）利用者に対して施設・設備、備品等の利用方法及び注意事項を説明し、必 

要があれば現場にて指導・説明を行うこと。 

（ク）利用者、市民等から苦情があった場合は、適切な対応をとると共に速やか 

に苦情の内容を教育委員会へ報告すること。 

   イ．利用の申込、許可 

   （ア）施設等の利用申込の受付に当っては、本庄市公共施設予約システムにて利

用時間内は常時受付を行う。 

   （イ）施設等の利用申込、許可にあたっては平等な利用を確保すること。 

   （ウ）利用申込にあたっては、利用上問題がないことを確認して許可すること。 

   ウ．利用料金の設定、収受 

（ア）利用料金は、本庄市体育施設設置及び管理に関する条例及び本庄市公園施

設設置及び管理に関する条例（以下「管理条例」という。）に定める範囲

内で、指定管理者が市長の承認を得て定めること。 

   （イ）指定管理者は、施設等の利用に係る利用料金を自己の収入として収受する。 

（ウ）利用料金の減免は、管理条例の規定により行うこと。 

（エ）収受した利用料金は原則として還付しないものとするが、管理条例の規定

により認めたときは、その全部又は一部を返還することができる。 

 

（３）体育施設の管理上必要と認める管理 

ア．利用管理 

（ア）連絡先の明示 

   指定管理者は、管理する体育施設に指定管理者名、連絡先等を明記した看板

の設置、及びホームページ等の作成を行い、利用者からの連絡に的確に対応

できる体制を確立するものとする。 
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（イ）意見、要望等 

   ａ．寄せられた意見や要望は適正に処理・対応し、必要に応じて市に報告、

協議すること。また、これに係る台帳を作成、管理し、市に開示すること。 

ｂ．個人情報は指定管理業務に必要な範囲内でのみ取得するものとし、管理

には万全を期すこと。 

（ウ）不適正利用について 

   体育施設を損傷等する恐れのある行為、管理条例等で規定する禁止行為、並

びに所定の許可を受けずに制限行為を行っている者を確認した場合は、直ち

に適正かつ安全に利用するよう指導を行うものとし、必要に応じて市に報告

するものとする。また、必要に応じて看板等で注意、啓発に係る周知をする

ものとする。 

   これを怠った場合は、指定管理者の費用負担が生じる場合がある。 

（エ）ホームレスへの対応 

     ホームレスが体育施設を起居の場所として使用している場合は、速やかに市

に通報し、対応については協議の上で行うものとする。 

イ．業務管理 

（ア）業務内容管理 

ａ．指定管理者は、各事業年度の事業計画書を前年度の２月末日までに提出

し、市の承認を得ること。なお、事業計画書は主に次の内容をもって構成

されるものとする。 

   Ⅰ．本業務事業計画書 

   Ⅱ．自主事業計画書 

   Ⅲ．その他事業計画書 

   Ⅳ．指定管理業務に係る当該年度の収支計画書 

   Ⅴ．その他必要な事項 

ｂ．指定管理者は、月例報告書を翌月の１０日までに提出し、市の承認を得

ること。なお、月例報告書は主に次の内容をもって構成されるものとする。 

   Ⅰ．本業務の実施状況及び利用状況 

   Ⅱ．使用料又は利用に係る料金の収支実績 

   Ⅲ．本業務に係る経費の収支状況 

   Ⅳ．自主事業の実施状況、利用状況及び収支状況等 

   Ⅴ．その他事業の実績状況、利用状況及び収支状況等 

   Ⅵ．その他必要な事項 

ｃ．指定管理者は、各事業年度の事業報告書を毎年度終了後３０日以内に提

出し、市の承認を得ること。なお、事業報告書は主に次の内容をもって構

成されるものとする。 

   Ⅰ．本業務の実施状況及び利用状況 

   Ⅱ．使用料又は利用に係る料金の収支実績 

   Ⅲ．本業務に係る経費の収支状況 
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   Ⅳ．自主事業の実施状況、利用状況及び収支状況等 

   Ⅴ．その他事業の実績状況、利用状況及び収支状況等 

   Ⅵ．その他必要な事項 

ｄ．指定管理者は業務に係る書類を整理し、市が必要と認めた際には市職員

に速やかに開示できるようにすること。 

（イ）文書管理 

ａ．指定管理者は、市の文書取扱規則に準拠して文書の管理・保管を行うこ

と。指定期間終了後についても、市が必要と判断したものを市及び次期指

定管理者に引き継ぐものとする。 

ｂ．市と取り交わした協定書、協議書等、指定管理業務に係る書類は適正に

管理を行い、市の許可無く第三者に開示、提供等をしてはならない。 

   （ウ）個人情報の取り扱い 

     指定管理者が管理運営を行うにあたって、個人情報を取り扱う場合において

は細心の注意を払い、漏えい、滅失、第三者への提供等が起こらぬよう保護

に係る必要な措置を講じること。なお、万が一前述のような事例が生じた場

合には、本庄市個人情報保護条例（平成１８年本庄市条例第２１号）に基づ

く罰則の対象となる。 

   （エ）情報公開 

     本庄市情報公開条例（平成１８年本庄市条例第２０号）第２４条の２の規定

に基づき、市は、指定管理者が管理する施設に関する情報の公開の請求があ

った場合には、指定管理者に対し当該情報を請求し、指定管理者は、市から

請求があった場合には、該当文書を提出するものとする。 

（オ）緊急対応体制の確立及び対応 

     ａ．事故や災害時など迅速かつ的確に情報を伝達するとともに対応できる体

制を確立し、市に報告すること。なお、緊急時とは次の場合を指すものと

する。 

Ⅰ．熊谷地方気象台において、大雨警報と洪水警報が重複して発表された

場合 

Ⅱ．震度５弱以上の地震が発生した場合 

Ⅲ．その他の自然災害、感染症や事件等の危険事象発生時 

Ⅳ．その他、体育施設利用者及び周辺住民等に生命、身体的被害が及ぶ恐

れがある時 

ｂ．大雨・強風等の注意報や警報等が発表された場合、及び事故等の発生時

の対応については次のとおりとする。 

        Ⅰ．注意報や警報等が発表された場合には、事前に施設の点検を行い、必

要に応じて被害が発生しないよう対策を講じること。    

 Ⅱ．災害や事故等が発生した場合は、被害者の救済、保護などの応急処置
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を講じる他、状況に応じて関係機関に連絡を取り対処すること。 

Ⅲ．災害時は利用者の安全性を確保し、迅速かつ的確に避難誘導を行うこ

と。また、災害等の発生時に防災施設として利用することになった場

合は、市の指示に従うこと。 

Ⅳ．警報等の解除後は体育施設内を巡視し、被害の有無を点検し、被害が

ある場合は速やかに市へ報告を行うとともに、二次被害を引き起こさ

ないように処置すること。 

（カ）保険 

ａ．指定管理者は、責任分担表等に定める自らのリスクに対して、適切な範

囲で第三者賠償保険（施設賠償責任保険など）に加入すること。なお、以

下の補償内容を最低限満たしていなければならないものとする。 

保険期間５年（１年ごとの更新でも可）  

補償額 － 対人：１名 １億円 、１事故 １０億円  

対物：１事故 ２千万円  

ｂ．自主事業の実施を計画する場合、その事業が第三者賠償保険の補償範囲

外の内容を含む際には、別途必要な保険に加入すること。 

 

６ リスクの管理・責任分担 

   リスクの管理・責任分担については、別紙１を基本として、市と指定管理者が協

議により基本協定で定めるものとする。 

 

７ 管理にあたっての留意事項 

（１）備品の扱いについて  

指定管理者が、指定期間中に購入した物品の指定期間終了後の扱いについて

は、市と協議するものとする。 

   （２）市から要請があった場合の協力 

     ア．指定管理者は、市から体育施設管理運営に関することにおいて調査、作

業の指示や要請等があった際には、迅速、誠実かつ積極的な対応を行うこ

と。 

     イ．指定管理者は、市が実施する主要な事業（緊急安全点検、防災訓練、催

事、検査等）に、配慮、協力を行うこと。 

（３）防犯対策について 

        体育施設の施錠・開錠等の点検・確認及び貸与する鍵の適切な管理を行うこ

と。 

   （４）守秘義務について 

     指定管理業務に関わることで知り得た情報の一切は、指定管理期間中はもと

-35-



より、期間終了後においても厳に守秘をしなければならない。また、一部業

務の委託先等についても同様の扱いとする。 

   （５）法令等の遵守 

    地方自治法、同施行令、都市公園法、同施行令、本庄市都市公園条例、同施

行規則、本庄市体育施設設置及び管理に関する条例、同施行規則、本庄市公

園施設設置及び管理に関する条例、同施行規則、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律、労働基準法、労働安全衛生法、農薬取締法、行政手続法、同条例、

個人情報保護法、本庄市個人情報保護条例、本庄市情報公開条例、その他関

係法令等について遵守すること。 

  （６）環境記録について 

    環境マネジメントシステムの報告対象施設については、本庄市環境マネジメ

ントシステムマニュアルに従い、環境記録を作成して市に提出すること。 

（７）指定期間終了にあたっての業務引継ぎ 

  指定期間終了時には、次期指定管理者が円滑かつ支障なく指定管理業務を遂

行できるよう引継ぎを行うこと。 

（８）その他 

この仕様書、特記仕様書等に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、指定

管理者と市が協議の上、定めるものとする。 
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別紙１  
リスクの管理・責任分担表  

リスクの種類 リスクの内容 

負担者 

指定管理者 市 

物価変動 人件費、物品費等の物価変動に伴う経費の増 協議事項 

金利変動 金利変動に伴う経費の増 ○  

使用料の改定 条例改正に伴う施設使用料の改定 協議事項 

法令等の変更 
施設管理、運営に影響を及ぼす法令等の変更  ○ 

上記以外の法令等の変更 ○  

税制度の変更 
施設管理、運営に影響を及ぼす税制変更  ○ 

上記以外の税制変更 ○  

施設競合 競合施設による利用者減、収入減 ○  

需要変動 当初の需要見込みと異なる状況 ○  

運営費の膨張 市以外の要因による運営費の膨張 ○  

書類の誤り 

仕様書など市が責任を持つ書類の誤りによ

るもの 

 
○ 

事業計画等指定管理者が提案した内容の誤

りによるもの 
○  

支払い遅延 
経費の支払い遅延（指定管理者→再委託を行

う第三者）によって生じた事由 
○  

政治、行政的理

由による事業変

更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務

の継続に支障が生じた場合、又は業務内容の

変更を余儀なくされた場合の経費及びその

後の維持管理費における当該事情による増

加経費負担 

 

○ 

施設損傷 基本協定第39条第3項による ○  

損害賠償 

施設、機器等の不備による事故 協議事項 

指定管理者の責による施設管理又は運営上

の瑕疵による事故 
○ 

 

不可抗力 

暴風雨、洪水、地震、火災等による、市又は

指定管理者のいずれの責にも帰することの

出来ない不可抗力による施設、設備の修復に

よる経費の増加及び事業履行不能 

協議事項 

災害時対応 

待機連絡体制確保、被害調査・報告、応急措

置 
○  

災害復旧工事  ○ 

不可抗力発生時  協議事項 

災害時の避難場

所としての使用 

本施設が避難場所として使用されている間

の業務停止による運営リスク 協議事項 
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休業等による補

償 

施設等の改築又は大規模修繕に伴う休業等

（休業等による利用者の減少が明らかで、年

度収支が赤字の場合） 

協議事項 

個人情報の漏え

い 
 ○ 

 

セキュリティ 警備不備による犯罪発生 ○  

保険 

本業務  

・全国市有物件災害共済会建物総合損害共済  

・全国市長会市民総合保険 

 ○ 

本業務の保険の適法範囲外及び本業務以外  

・施設賠償責任保険  

・第三者賠償保険  

・上記のほか必要な保険 

○  

 
体育施設に係る工事等の分担  

リスクの種類 リスクの内容 

負担者 

指 定 管 理 者 市 

体 育 施 設 に 係 る

工事等 

施設の規模により異なるため各地域の特記仕様書

に定める。 
  

大規模な修繕、工事等  ○ 

備品管理、購入 
備品の管理、購入（新規に購入する３万円以上の備 

品は、購入にあたっては市と協議すること） 

 

○  
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別記２－１ 特記仕様書 
 

 

 

本庄市都市公園指定管理者 特記仕様書（北地域） 
 

１．特記事項 

 
（１）施設の維持管理に関する業務 

 
ア 園地管理及び修景施設管理 

 

（ア）樹木 

ａ．以下の公園における桜の剪定にあたっては、ＧＬより２ｍ程度に揃えること。 
（ａ）若泉第一公園 
（ｂ）若泉第二公園 

 

（イ）芝生 

ａ．以下の公園については、仕様書に定める芝生管理を行うものとする。 
（ａ）城下公園 
（ｂ）若泉運動公園（芝生広場、せせらぎ広場） 
（ｃ）本庄ふるさとフラワーパーク 
（ｄ）若泉こども広場 
（ｅ）しものどう公園 
（ｆ）本庄こども広場 
（ｇ）ことぶき公園 

 

（ウ）花壇 

ａ．以下の公園については、仕様書に定める花壇管理を行うものとする。 
（ａ）城下公園 
（ｂ）若泉第二公園 
（ｃ）本庄ふるさとフラワーパーク 
（ｄ）若泉運動公園 

 

（エ）除草 

ａ．以下の公園については、除草剤の使用を禁ずる。ただし、近隣との調整がついた場

合は、薬剤の使用を認める。 
（ａ）やまぶき公園 
（ｂ）おじま台小公園 
（ｃ）本庄ふるさとフラワーパーク（流れ周辺） 
（ｄ）本庄こども広場 
（ｅ）仙南こども広場 
（ｆ）小和瀬農村公園（遊具周辺） 
（ｇ）城下小公園 
（ｈ）日の出こども広場 
（ｉ）東台ふれあい公園 
（ｊ）城下公園（城山稲荷神社周辺） 
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ｂ．以下の公園については、緑地帯を除いて、除草剤の使用を禁ずる。ただし、近隣との

調整がついた場合は、薬剤の使用を認める。 
（ａ）みとざか広場 

（ｂ）千代田こども広場 

（ｃ）東台こども広場 

 

（オ）防除 

ａ．以下の公園については、殺虫剤の使用を禁ずる。 
  特記事項なし 
 
ｂ．以下の公園については、仕様書に定めるクビアカツヤカミキリの防除薬剤散布を行

うこととする。 
（ａ）城下公園 
（ｂ）若泉運動公園 
（ｃ）若泉第一公園 
（ｄ）若泉第二公園 
（ｅ）みずき公園 
（ｆ）城下小公園 
（ｇ）本庄ふるさとフラワーパーク 
（ｈ）向川原公園 
（ｉ）堀田農村公園 
（ｊ）牧西農村公園 
（ｋ）久々宇農村公園 
（ｌ）仁手農村公園 
（ｍ）田中農村公園 
（ｎ）森と泉公園 
（ｏ）小島西１号古墳公園 
（ｐ）万年寺下公園 

 

（カ）噴水、せせらぎ、流れ等 
ａ．清掃回数 
（ａ）若泉運動公園のせせらぎ・流れの全体清掃を４月、７月の年２回行うこと。た

だし、噴水から１００ｍの区間については、５月（１回）、６月（２回）、７、

８月（週２回）、９月（２回）を最低限度の清掃回数とする。 
 
ｂ．取水用ポンプの稼動時間 

以下の公園の取水用ポンプの稼働時間については、原則として次のとおりとする。

ただし、天候や利用状況等により変更する場合には、協議をするものとする。 
（ａ）若泉運動公園 

午前９時～午後４時３０分 
なお、地元自治会の河川清掃（原則、奇数月の第３日曜日・午前中）や河川

工事等に伴い稼働時間の変更要請があった場合には、協力に応じること。 
 

（ｂ）本庄ふるさとフラワーパーク（大型ポンプ） 
午前９時～午後４時 
 

ｃ．修景池（ジャブジャブ池） 
若泉運動公園・せせらぎ広場内のジャブジャブ池は、幼児が水に親しむ施設として

整備されており、開放期間は原則として次のとおりとする。ただし、天候や利用状
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況等により変更する場合には、協議をするものとする。 
４月、５月：連休中 
６月   ：第３・４週の土日 
７月、８月：全日 
９月   ：第１・２週の土日 

   また、ジャブジャブ池の周囲には、水遊び用のミストシャワーを設置し、その運用や

時期については別途市と協議するものとする。 

 

  ｄ．水質検査の実施 
   せせらぎ広場の水は地下水を汲み上げた水であり、プールのように循環させて塩素

を加えていない。このためポンプ付近から直接汲み上げた水を検査し、大腸菌が検

出された場合はただちに使用を中止する措置を取ることとする。 
（ａ）開放期間に合わせて、４月から５月にかけての連休前と、６～９月に月１回検

査を実施する。 
 
（ｂ）水道法に基づく水質基準により別途指示する９項目について適否を検査する。 
 検査の結果は、毎月市へ報告すること。 

 

（キ）ランニングコース 

  ａ．清掃 

   若泉運動公園ランニングコースのブロアー等による清掃を週１回以上行うこと。 

   また、全体の高圧洗浄を年１回以上行うこと。なお、方法については市と協議をする

ものとする。 

 

  ｂ．管理 

   ランニングコースの舗装上は軽トラックの走行を許可する。ただし、２t以上の車両

の通行が必要な場合には、市と協議の上行うものとする。 

 

イ 遊戯施設管理 
 

（ア）遊具 

   特記事項なし 

 

ウ 便益施設管理 

 

（ア）トイレ 

ａ．以下のトイレについては、仕様書で定める浄化槽法定点検を行う。 
 （ａ）若泉運動公園 ２箇所 
      多目的グラウンドトイレ（２１人槽） 
      第一グラウンドトイレ  （１４人槽） 
 （ｂ）若泉第二公園 ２箇所 
      東側トイレ（１０人槽） 
      西側トイレ（ ５人槽） 
 （ｃ）若泉第一公園  （５０人槽） 
 （ｄ）万年寺下公園  （３０人槽） 
 （ｅ）仁手農村公園  （２０人槽） 
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ｂ．以下のトイレについては、仕様書で定める汲み取りを行う。 
（ａ）堀田農村公園  （仮設） 
（ｂ）久々宇農村公園（仮設） 
（ｃ）傍示堂農村公園（仮設） 
 

ｃ．清掃回数 
以下のトイレについては、週３回清掃を行うものとする。 
（ａ）若泉運動公園 ４箇所 

多目的グラウンドトイレ 
第一グラウンドトイレ 
第一テニスコートトイレ 
第二グラウンドトイレ 

（ｂ）若泉第一公園 １箇所 
（ｃ）若泉第二公園 ２箇所 

東側トイレ、西側トイレ 
 

ｄ．トイレの施錠 
防犯対策の観点から、以下のトイレについては、原則として下記の時間は施錠するこ

と。なお、市の承認を得た場合には、施錠時間を変更することができるものとする。 
（ａ）若泉運動公園 ４箇所（多目的トイレ）午後１０時～午前６時 

多目的グラウンドトイレ 
第一グラウンドトイレ 
第一テニスコートトイレ 
第二グラウンドトイレ 

（ｂ）若泉第二公園 １箇所（多目的トイレ）午後１０時～午前６時 
西側トイレ 

 （ｃ）城下公園 １箇所（入口シャッター） 午後９時３０分～午前６時３０分 
 

（イ）駐車場 
ａ．防犯対策の観点から、以下の駐車場の出入口については、下記の時間は施錠をするこ

と。なお、市の承認を得た場合は、変更することができるものとする。 
（ａ）若泉運動公園・第一テニスコート駐車場 

（５月～９月の間） 午後１０時～午前６時 
  （ｂ）城下公園駐車場 午後９時３０分～午前６時３０分 

 

エ その他の施設管理 

 

（ア）柵、門、サイン、車止め 

   特記事項なし 

 

（２）利用の許可に関する業務 

 

ア 実施体制 

 

（ア）窓口体制 

ａ．行為の許可手続きを行う窓口は、次の場所に設けることとする。 
（ａ）若泉運動公園・武道館 
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（３）都市公園に係る工事等の分担 

 
都市公園に係る工事等のうち、指定管理者が行う修繕、工事の年度上限額は３３０

万円迄とし、この額を超える場合には市と協議を行うこと。 
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別記２－１　特記仕様書・別表

本庄　北　地域

　　この基準のうち、園地管理については、一つの目安であり、良好な状態が維持されれば

　必ずしもこれに拘束されるものではありません。

単 位 備　　　考

本 610本／年以上

サクラ458本

㎡

ｍ

㎡

㎡

場所により肩掛け式

　　〃　ハンドガイド

　　〃　　人力

㎡ １６株／㎡

個所

目視点検・ごみ清掃等

㎡

舗装部1,400㎡

舗装部1,400㎡

㎡ ４～９月

箇所

箇所 毎日

箇所 委託実績

箇所 委託実績

箇所 委託実績

実績

見積

一式 １回／年以上適宜

一式 年３３０万円まで

一式 電気・水道料

週２回以上清掃

ランニングコース清掃 1,400

ブロワー 一式 １回／週以上適宜

　　修繕費 １件３０万円未満

　　自主事業費 一式 自主事業計画による

【その他】

　　保険料 一式 指定管理面積

　　光熱水費

　　浄化槽 7 保守点検・清掃

　　仮設トイレ 3 汲み取り

　　トイレ鍵開閉管理
若泉運動公園･若泉第２公
園(多目的のみ)･城下公園 6

　　トイレ清掃管理 18

　　公園看板 案内・注意等看板 一式 必要に応じて

　　門鍵開閉管理 若泉運動公園・城下公園 2
毎日（若泉運動公園は
５月～９月のみ）

　　公園清掃 一式 適宜

　　流れ清掃 せせらぎ広場 年23回 4,940 180㎡×21回、580㎡×2回

高圧洗浄

　　安全点検 全公園 一式 年２回

　　パトロール 全公園 一式 週１回　

【施設管理】

　　砂　場 砂入れ替え 12 年１回 ２０ｃｍ程度

　花壇管理

　　花　壇 植込み管理 590 年４回植替え（かん水・補植含）

　　除草 植込み地 一式 ２回／年以上適宜

　　除草 除草剤散布 一式 適宜

　　除草 肩掛け式 一式 ２回／年以上適宜

　　除草 ハンドガイド 一式 ３回／年以上適宜

　　目土掛け 一式 年１回

　裸地管理 103,970

　　除　草 除草剤散布 一式 適宜

一式 適宜

　　施　肥 一式 適宜

　　ブラッシング

　　　　・エアレーション

　芝生管理 27,580

　　刈り込み 一式 年４回以上

　　潅水 一式 適宜

　　枯木・枯枝撤去 一式 適宜

　　施肥 一式 適宜

　　支柱撤去 一式 適宜

　　消毒 病害虫防除 一式 適宜

　　生垣剪定 1,210 年１回以上

　　低木剪定 3,940 年１回以上

　　防除薬剤散布 クビアカツヤカミキリ対策

　　高中木剪定 1,830 ３年間に１回以上

　　消毒 病害虫防除 一式 適宜

　樹木管理

一式 ２回／年以上

維　持　管　理　基　準　書

管　　理　　 数量・規模 管理回数等

【園地管理】
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別記２－１・別紙　遊具種別表（北地域） 別紙

公園名 遊具名
単体遊具
Ａ－１

単体遊具
Ｂ－１

単体遊具
Ｃ－１

単体遊具
Ｄ-1

単体遊具
E-1

複合遊具
（小）-1

複合遊具
（中）-1

複合遊具
（大）-1

たこ山 1

４連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

ロープウェイ 1

２間高鉄棒 1

３間低鉄棒 1

砂場 1

2 みずき公園 滑り台 1

４連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

２間低鉄棒 1

クライミングタワー 1

砂場 1

小型複合遊具（ダブルリングスライド） 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

弓型シーソー 1

砂場 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

小型複合遊具（ダブルリングスライド） 1

３間低鉄棒 1

迷路 1

ヒネリン 1

石山すべり台 1

平均台型（プレイウォール、赤） 1

平均台型（プレイウォール、緑） 1

動物置物（カワウソ） 1

動物置物（ハクチョウ） 1

動物置物（ウマ） 1

４連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

砂場 2

小型複合遊具 1

ロッキング遊具（はにぽん） 1

トンネル 1

バランス遊具 1

砂場 1

小型複合遊具（うみそらスライダー） 1

ザイルクライミング 1

エンドレスターザンロープ 1

３連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

テンスピン 1

テンスピン境界柵 1

ロッキング遊具（はにぽん） 1

健康遊具 2

１連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

砂場 1

小型複合遊具（ダブルリングスライド） 1

砂場 19 おじま台小公園

1 城下公園

つつじ公園3

やまぶき公園4

8 仙南こども広場

若泉第一公園5

若泉第二公園6

若泉運動公園7
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健康遊具 2

滑り台 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

３間低鉄棒 1

ジャングルジム（ワンパクドーム） 1

砂場 1

11 城下小公園 ２間低鉄棒 1

１連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

滑り台 1

２間低鉄棒 1

砂場 1

小型複合遊具（木製） 1

ジャングルジム 1

砂場 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

３間低鉄棒 1

弓型シーソー 1

小型複合遊具（木製） 1

砂場 1

４連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

砂場 1

スプリング遊具（パンダ） 1

スプリング遊具（ゾウ） 1

３間低鉄棒 1

小型複合遊具（ダブルリングスライド） 1

３連ブランコ 1

タイムトンネル 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

３間低鉄棒 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

３間低鉄棒 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

滑り台 1

健康遊具 2

健康遊具（可動部有） 1

２連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

滑り台 1

健康遊具 3

４連ブランコ 1

ブランコ境界柵 1

滑り台 1

弓型シーソー 1

３間低鉄棒 1

スプリング遊具（アシカ） 1

ちびっこスライダー 1

３間低鉄棒 1

滑り台 1

24 森と泉公園 滑り台 1

22 小島西公園

23 本庄小公園

19 田中農村公園

20 しものどう公園

21 下野堂わんぱく広場

16 みとざか広場

17 ことぶき公園

18 傍示堂農村公園

13 東台こども広場

14 仁手農村公園

15 小和瀬農村公園

10 日の出公園

12 本庄こども広場
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太鼓梯子 1

砂場 1

26 千代田こども広場 スプリング遊具（イルカ） 1

72 25 11 0 1 8 0 0

117

合　　計

総　　計

25 日の出こども広場
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別記２－２ 特記仕様書 

本庄市体育施設指定管理者 特記仕様書（北地域） 

 

 

１ 施設の概要等 

 （１）武道館 

ア 所在地   本庄市小島６丁目１１番１４号 

   イ 建築面積  ７２６．４０㎡ 

   ウ 延べ床面積 １，２３５.８５㎡（１階 622.75 ㎡、２階 613.10 ㎡） 

   エ 構 造   鉄骨鉄筋コンクリート、一部鉄筋コンクリート２階建 

   オ 完 成   昭和６１年３月 

   カ 利用時間  午前９時から午後９時３０分まで 

   キ 施設内容  柔道場 445.26 ㎡（一階畳）、剣道・空手道場 445.26 ㎡（二階 

板の間）、事務室、更衣室、トイレ他 

 （２）弓道場 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１番１４号 

イ 建築面積  ２５５．９６㎡ （射場棟 212.22 ㎡、的場棟 43.74 ㎡） 

ウ 構 造   鉄骨造平屋建て 

エ 完 成   昭和５６年３月 

オ 利用時間  午前８時から午後１０時まで 

カ 施設内容  近的７人立、控室、トイレ他 

 （３）第１グラウンド 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１８６番地１ 

   イ 敷地面積  ２１，０００㎡ 

   ウ 完 成   昭和５１年度 

   エ 利用時間  午前８時から午後１０時まで 

   オ 施設内容  Ａコート 野球、Ｂコート 少年野球・ソフトボール 

Ａ・Ｂコート夜間照明施設あり 

 （４）第２グラウンド 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１８６番地１ 

   イ 敷地面積  １６，０００㎡ 

   ウ 完 成   昭和５３年度 

   エ 利用時間  午前８時から午後６時まで 

   オ 施設内容  Ｃコート 少年野球・ソフトボール・グラウンドゴルフ 
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Ｄコート 少年野球・ソフトボール・グラウンドゴルフ 

 （５）第１テニスコート 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１８６番地１ 

   イ 敷地面積  ２，８５０㎡ 

   ウ 完 成   昭和５４年度（平成２６年度人工芝へ改修） 

   エ 利用時間  午前６時から午後９時まで 

   オ 施設内容  人工芝４面、夜間照明施設あり 

 （６）第２テニスコート 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１８６番地１ 

   イ 敷地面積  ２，６００㎡ 

   ウ 完 成   昭和５８年度 

   エ 利用時間  午前９時から午後６時まで 

   オ 施設内容  クレーコート４面 

 （７）多目的グラウンド 

   ア 所在地   本庄市小島６丁目１１７４番地１ 

   イ 敷地面積  ５，４００㎡ 

   ウ 完 成   平成２３年度 

   エ 利用時間  平 日  午前９時から午後１０時まで 

           土・日曜日、祝日  午前８時から午後１０時まで 

   オ 施設内容  人工芝 少年サッカーコート１面（フットサルコートで３面） 

           夜間照明施設あり 

２ 受付業務について 

武道館において、以下の施設の受付業務を午前９時から午後９時３０分まで行う 

ものとする。 

（１）武道館    （２）弓道場  （３）第１グラウンド（夜間照明施設含む） 

（４）第２グラウンド        （５）第１テニスコート（夜間照明施設含む） 

（６）第２テニスコート       （７）多目的グラウンド（夜間照明施設含む） 

３ 管理業務について 

（１）施設の保守・点検、清掃業務等の実施回数については、別表「体育施設維持管 

理基準書」に定める。 

  なお、施設内の収集したごみについては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（昭和 45年法律第 137 号）及び本庄市廃棄物の減量及び処理に関する条例（平

成 19 年本庄市条例第 28 号）など関係法令等を遵守し、指定管理者の責任にお

いて適切に処理する。また、美観又は衛生において良好な状態を保つとともに、

ごみの減量化及び再資源化に努めること。 

 （２）弓道場の芝生年６回、高木剪定年１回、利用管理については本庄市弓道連盟と 
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    協議を行うものとする。 

４ 第１テニスコートの夜間照明施設について 

  利用者に貸し出したコインは、適宜回収するものとする。 

５ 施設の除草等について 

       施設の除草等作業は別紙１仕様書に定める管理を行うものとする。 

なお、除草剤の使用は禁ずる。 

（１）第１グラウンド  （２）第２グラウンド  （３）第１テニスコート 

   （４）第２テニスコート （５）多目的グラウンド 

 ６ 施設に係る工事等について 

内   容 負担者 

小規模な修繕、工事等（１件あたり３０万円未満・

年度上限１３２万円迄） 
指定管理者 

 

大規模な修繕、工事（１件あたり３０万円以上）  市 

７ リース契約物件について 

複数年契約を締結している機器等については、指定管理者は、現在の契約を引き

継ぐこととする。 

（１）ＡＥＤ   １台  ５年間（令和５年７月～） 

８ 安全対策について 

指定管理者は、利用者の事故等に対応するために必要な薬品、用具等を用意する 

とともに、救急法や応急処置法に基づく対応ができるよう、指定管理業務に携わ 

る職員に対し、研修や訓練を実施すること。 

９ その他 

   武道館内、弓道場内、第１グラウンド内、第２グラウンド内、 

第１テニスコート内、第２テニスコート内及び多目的グラウンド内 

は、禁煙とする。 
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別記２－２ 特記仕様書・別 表 

体育施設維持管理基準書（北地域） 

 

業務名称 実施方法・対象設備等 実施回数・頻度 

武 道 館   
清掃業務 日常的な清掃 週 4 回 

定期的な清掃 全館清掃 月１回 

窓ガラス清掃 年 1 回 

ごみ収集運搬業務 搬出：定められた日 
運搬：定められた日に搬出できないものにつき適宜 
＊収集したごみは、指定管理者の責任において適切

に処理する。 

収集：毎日 

施設管理業務 鍵の開閉、備品貸出しなど 毎日 

夜間警備業務 機械警備・緊急時の対応 毎日 

消防用設備保守点検業

務 
機械器具点検、総合点検 

年２回 

浄化槽保守点検 合併浄化槽 ２１９人槽 年４回 

浄化槽法定点検 合併浄化槽 ２１９人槽 年１回 

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 １日１回以上 

弓 道 場   

浄化槽保守点検 分離ばっ気  １０人槽 年４回 

浄化槽法定点検 分離ばっ気  １０人槽 年１回 

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 １日１回以上 

第１グラウンド   

電気工作物保安業務 定期点検 月１回 

自家用電気工作物保安

業務 定期点検 
年１回 

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 週１回以上 

第２グラウンド   

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 週１回以上 

多目的グラウンド   

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 週１回以上 

第１テニスコート   

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 週１回以上 

コート管理業務 コートブラッシング作業等（砂の戻し入れは適宜） 週１回 

第２テニスコート   

日常点検業務 巡視及び施設の軽微な維持管理作業 週１回以上 

-51-



別紙１ 

除草等仕様書 
●第１グラウンド 

 ・グラウンド内の除草は適宜行うこと。 

 ・グラウンド内塩化カルシウム散布 

   １回（１２，０００㎡ ０．３５kg／㎡ １６８袋）  
●第２グラウンド（芝生） 

 ・芝生刈込年７回以上、芝生の施肥年１回を行うこと。 

 ・グラウンド内の除草は適宜行うこと。 

●多目的グラウンド（人工芝） 
 ・グラウンド内の落葉清掃は適宜行うこと。 

●第１テニスコート  

・コート内の落葉清掃は適宜行うこと。 

・グリーンサンドを適宜散布すること。「２８５０㎡ （４面）」 

  

         

 

 

●第２テニスコート 
・コート内の落葉清掃は適宜行うこと。(ローラー掛け含む) 

・塩化カルシウムを１２月中に散布すること「２６００㎡（４面）３６袋」 

  

         

 

 

  （塩化カルシウム使用基準   ０．３５㎏／㎡）  １ 袋（２５㎏） 
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品名 館 場所

1 会議用テーブル 武道館 1F控室

2 会議用テーブル 武道館 1F控室

3 会議用テーブル 武道館 1F控室

4 会議用テーブル 武道館 1F控室

5 会議用テーブル 武道館 1F控室

6 会議用テーブル 武道館 1F控室

7 会議用テーブル 武道館 1F控室

8 会議用テーブル 武道館 1F控室

9 会議用テーブル 武道館 1F控室

10 会議用テーブル 武道館 1F玄関

11 会議用テーブル 武道館 2F会議室

12 会議用テーブル 武道館 2F会議室

13 会議用テーブル 武道館 2F会議室

14 会議用テーブル 武道館 2F会議室

15 会議用テーブル 武道館 2F会議室

16 折りたたみテーブル 武道館 2F廊下

17 パイプイス 武道館 1F玄関

18 パイプイス 武道館 1F玄関

19 板付きイス 武道館 1F道場

20 板付きイス 武道館 1F道場

21 板付きイス 武道館 1F道場

22 板付きイス 武道館 1F道場

23 板付きイス 武道館 1F道場

24 板付きイス 武道館 1F道場

25 板付きイス 武道館 1F道場

管理物品一覧表（武道館） 26 板付きイス 武道館 1F道場

27 板付きイス　キャリア 武道館 1F道場

28 パイプイス 武道館 2F会議室

29 パイプイス 武道館 2F会議室

30 パイプイス 武道館 2F会議室

31 パイプイス 武道館 2F会議室

32 パイプイス 武道館 2F会議室

33 パイプイス 武道館 2F会議室

34 パイプイス 武道館 2F会議室

35 パイプイス 武道館 2F会議室

36 パイプイス 武道館 2F会議室

37 パイプイス 武道館 2F会議室

38 パイプイス 武道館 2F会議室

39 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

40 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

41 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

42 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

43 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

44 プラ背もたれパイプイス 武道館 2F会議室

45 太鼓 武道館 1F道場

46 太鼓 武道館 2F道場

47 担架 武道館 1F控室

48 座卓 武道館 2F控室

49 座卓 武道館 2F控室

50 剣道用得点板 武道館 2F会議室

51 得点板 武道館 1F道場

52 ホワイトボード 武道館 1F道場

53 脚立 武道館 2F男子更衣室

54 下駄箱 武道館 1F玄関

55 下駄箱 武道館 1F玄関

56 柔道畳　232枚 武道館 1F道場

57 ＡＥＤ 武道館 事務室

58 石油ストーブ 武道館 1F道場

59 石油ストーブ 武道館 1F道場

60 石油ストーブ 武道館 2F道場

61 石油ストーブ 武道館 2F道場

62 スポットクーラー 武道館 1F道場

63 スポットクーラー 武道館 2F道場

64 ロッカ― 武道館 1F女子更衣室

65 ロッカ― 武道館 1F男子更衣室

66 ロッカ― 武道館 1F男子更衣室

67 ロッカ― 武道館 2F女子更衣室

68 ロッカ― 武道館 2F女子更衣室

69 ロッカ― 武道館 2F男子更衣室

70 ロッカ― 武道館 2F男子更衣室

71 ロッカ― 武道館 2F男子更衣室

72 ロッカ― 武道館 2F男子更衣室

73 コインリターン式ロッカー 武道館 1F女子更衣室

74 コインリターン式ロッカー 武道館 1F男子更衣室

75 コインリターン式ロッカー 武道館 1F男子更衣室
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品名 館

1 弓 弓道場

2 弓 弓道場

3 弓 弓道場

4 弓 弓道場

5 弓 弓道場

管理物品一覧表（弓道場）
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品名 館

1 テニス審判台 第1テニスコート

2 テニス審判台 第1テニスコート

3 テニス審判台 第1テニスコート

4 テニス審判台 第1テニスコート

5 コートベンチ 第1テニスコート

6 コートベンチ 第1テニスコート

7 コートベンチ 第1テニスコート

8 コートベンチ 第1テニスコート

9 コートベンチ 第1テニスコート

10 コートベンチ 第1テニスコート

11 コートベンチ 第1テニスコート

12 コートベンチ 第1テニスコート

13 テニスネット締器 第1テニスコート

14 テニスネット締器 第1テニスコート

15 テニスネット締器 第1テニスコート

16 テニスネット締器 第1テニスコート

17 テニス審判台 第2テニスコート

18 テニス審判台 第2テニスコート

19 テニス審判台 第2テニスコート

20 テニス審判台 第2テニスコート

21 コートベンチ 第2テニスコート

22 コートベンチ 第2テニスコート

23 コートベンチ 第2テニスコート

24 コートベンチ 第2テニスコート

25 コートベンチ 第2テニスコート

26 コートベンチ 第2テニスコート

27 コートベンチ 第2テニスコート

28 コートベンチ 第2テニスコート

29 コートベンチ 第2テニスコート

30 テニスネット締器 第2テニスコート

31 テニスネット締器 第2テニスコート

32 テニスネット締器 第2テニスコート

33 テニスネット締器 第2テニスコート

34 コートローラ 第2テニスコート

35 テニスコートローラー 第2テニスコート

管理物品一覧表（テニスコート）
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品名 館 場所

1 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

2 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

3 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

4 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

5 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

6 フットサル用ゴール 多目的グラウンド

7 ジュニアサッカー用ゴール 多目的グラウンド

8 ジュニアサッカー用ゴール 多目的グラウンド

9 ブラインドサッカー用ゴール 多目的グラウンド

10 ブラインドサッカー用ゴール 多目的グラウンド

11 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

12 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

13 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

14 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

15 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

16 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

17 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

18 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

19 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

20 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

21 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

22 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

23 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

24 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

25 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

26 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

27 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

28 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

29 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

30 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

31 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

32 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

33 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

34 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

35 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

36 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

37 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

38 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

39 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

40 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

41 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

42 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

43 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

44 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

45 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

46 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

47 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

48 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

49 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

50 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

51 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

52 アルミ製境界ボード 武道館裏シャッター倉庫

53 コーナーフラッグ用ウェイト 武道館裏プレハブ倉庫

54 コーナーフラッグ用ウェイト 武道館裏プレハブ倉庫

55 コーナーフラッグ用ウェイト 武道館裏プレハブ倉庫

56 コーナーフラッグ用ウェイト 武道館裏プレハブ倉庫

57 コーナーフラッグ 武道館裏プレハブ倉庫

58 コーナーフラッグ 武道館裏プレハブ倉庫

59 コーナーフラッグ 武道館裏プレハブ倉庫

60 コーナーフラッグ 武道館裏プレハブ倉庫

61 手押し式散水車 武道館裏プレハブ倉庫

管理物品一覧表（多目的グラウンド）
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別表１　都市公園・体育施設一覧

都市公園・体育施設一覧（本庄市北地域）

公園名 公園の位置 愛護団体 面積（㎡） 池 芝 東 木 鉄 他 砂 便 水 照

1 本庄市城下公園 本庄市本庄3丁目1091番4ほか 13,135 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 本庄市若泉運動公園 本庄市小島6丁目1186番1ほか 99,697 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 本庄市日の出公園 本庄市日の出2丁目3775番1 有 1,869 ○ ○ ○ ○

4 本庄市若泉第一公園 本庄市中央3丁目53番3ほか 有 6,103 ○ ○ ○ ○ ○

5 本庄市若泉第二公園 本庄市千代田4丁目52番ほか 13,847 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 本庄市みずき公園 本庄市日の出4丁目1250番124 有 751 ○ ○ ○ ○

7 本庄市つつじ公園 本庄市下野堂3丁目120番93ほか 有 1,457 ○ ○ ○ ○

8 本庄市千代田小公園 本庄市千代田4丁目4342番22 206

9 本庄市万年寺下公園 本庄市小島629番 12,081 ○ ○ ○

10 本庄市城下小公園 本庄市本庄4丁目1055番111 有 215 ○ ○

11 本庄市本庄小公園 本庄市本庄1丁目2840番15 178 ○

12 本庄市やまぶき公園 本庄市若泉3丁目332番25 440 ○ ○ ○ ○

13 本庄市おじま台小公園 本庄市小島3丁目399番42 234 ○ ○ ○

14 本庄市本庄こども広場 本庄市本庄2丁目2905番13 有 535 ○ ○ ○ ○ ○

15 本庄市本庄ふるさとフラワーパーク 本庄市小島5丁目1220番1ほか 17,848 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 本庄市東台こども広場 本庄市東台1丁目2984番6ほか 306 ○ ○ ○ ○ ○

17 本庄市日の出こども広場 本庄市日の出2丁目3482番18 127 ○ ○ ○

18 本庄市仙南こども広場 本庄市若泉3丁目361番28 169 ○ ○

19 本庄市向河原公園 本庄市都島570番1 有 1,781 ○ ○

20 本庄市堀田農村公園 本庄市堀田964番 有 1,994 ○ ○

21 本庄市牧西農村公園 本庄市牧西519番4 有 1,994 ○

22 本庄市傍示堂農村公園 本庄市傍示堂404番 2有 2,003 ○ ○

23 本庄市久々宇農村公園 本庄市久々宇350番1 有 1,117 ○ ○ ○

24 本庄市仁手農村公園 本庄市仁手679番 有 3,050 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 本庄市小和瀬農村公園 本庄市小和瀬118番 有 2,634 ○

26 本庄市東台ふれあい公園 本庄市東台2丁目2950番63 165

27 本庄市田中農村公園 本庄市田中163番2ほか 1,467 ○ ○

28 本庄市ことぶき公園 本庄市寿1丁目23番6 2,700 ○ ○ ○ ○

29 本庄市寿こども広場 本庄市寿2丁目3564番25 132

30 本庄市下仁手公園 本庄市仁手1609番1 有 824 ○

31 本庄市千代田こども広場 本庄市千代田2丁目1564番17 104 ○

32 本庄市みとざか広場 本庄市日の出4丁目1266番21 226 ○

33 本庄市若泉こども広場 本庄市若泉1丁目278番23 180 ○

34 本庄市万年寺ふれあい公園 本庄市万年寺3丁目3番1 有 2,163 ○ ○

35 本庄市森と泉公園 本庄市東五十子198番1ほか 有 23,375 ○ ○

36 本庄市小島西公園 本庄市小島3丁目11番2ほか 2,201 ○ ○ ○ ○

37 本庄市下野堂わんぱく広場 本庄市下野堂3丁目27番 2,100 ○ ○ ○ ○

38 本庄市しものどう公園 本庄市下野堂2丁目1番 7,940 ○ ○ ○ ○ ○

39 本庄市花の木公園 本庄市花ﾉ木938番10ほか 214

40 本庄市小島西1号古墳公園 本庄市小島2丁目15番15 1,643

41 本庄市小島西2号古墳公園 本庄市万年寺3丁目3番2 1,155

42 本庄市小島西3号古墳公園 本庄市万年寺3丁目3番7 203
総計 16箇所 230,563

本庄市北地域の体育施設

体育施設名 体育施設の位置

1 本庄市若泉運動公園武道館 本庄市小島6丁目11番14号

2 本庄市若泉運動公園弓道場 本庄市小島6丁目11番14号

3 本庄市若泉運動公園運動場第１グラウンド 本庄市小島6丁目1186番地1

4 本庄市若泉運動公園運動場第２グラウンド 本庄市小島6丁目1186番地1

5 本庄市若泉運動公園テニスコート 本庄市小島6丁目1186番地1

6 本庄市若泉運動公園多目的グラウンド 本庄市小島6丁目1174番地1 5,400

49,341.81

※主な施設の凡例　　芝…芝生、東…東屋、木…木製遊具、鉄…鉄製遊具、他…その他の材質の遊具、砂…砂場、便…便所、水…水飲み、照…照明灯

21,000

16,000

5,450

別表１

面積（㎡）

1,235.85

255.96
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別表２　公園配置図（北地域）

城下公園

若泉運動公園

日の出公園

若泉第一公園若泉第二公園

みずき公園

つつじ公園

千代田小公園

万年寺下公園

城下小公園

本庄小公園

やまぶき公園

おじま台小公園

本庄こども広場

本庄ふるさとフラワーパーク

東台こども広場

日の出こども広場

仙南こども広場

向河原公園

堀田農村公園

牧西農村公園

傍示堂農村公園

久々宇農村公園

仁手農村公園

小和瀬農村公園

東台ふれあい公園

田中農村公園

ことぶき公園

寿こども広場

下仁手公園

千代田こども広場

みとざか広場

万年寺ふれあい公園

若泉こども広場

森と泉公園

小島西公園

下野堂わんぱく広場

しものどう公園

花の木公園

小島西１号古墳公園

小島西２号古墳公園

小島西３号古墳公園

別表２



別表３

大項目 審査項目 評価項目
本業務

事業計画書等
項目番号

評価基準 配点 審査区分

管理運営方針
1-(1)
2-(1)
2-(2)

・対象施設の設置目的に合致し、公の施設の指定管理者として相応しい方針か
・利用者に対する公平公正・平等な利用が担保された方針か

施設の運営・利用者対
応

3-(3)
3-(4)

6

・施設運営・利用者対応に関する考え方は適切か（安全・安心の確保、接遇、意
見や要望の把握、トラブル対応等）

個人情報保護 5-(3) ・個人情報保護等に対する理解と管理の対応が盛り込まれているか

1-(2)
1-(3)
3-(2)

・申請理由に、指定管理者としての熱意や意欲、積極性がうかがえるか。
・施設の現状と課題等を把握し、施設の価値の向上を図る方策が示されている
か。

・公園、緑地の管理運営に実績があると認められるか。
・体育施設の管理運営に実績があると認められるか。

書類審査項目

地域連携の取組み
3-(2)
3-(5)

・地域との連携が考慮されており、効果的か。

民間活力による効果 3-(2) ・民間活力が発揮され、事業効果が期待できるか。

サービス向上の方策
3-(2)

7
・施設価値の増進や利用拡大、サービス向上が見込まれるか。

自主事業の特色 3-(2) ・自主事業の内容が、利用者にとって魅力的なものになっているか。

施設管理に係る収支計
算書

3-(2)
5-(2)

・収入、収支の積算と事業計画との間に矛盾等は無いか。
・収支計画の積算内容が適正であり、遺漏無く実施が可能と見込まれるか。
・管理運営費の縮減への取組みについて明記があるか、また内容は妥当か。

指定管理料（費用）
提案金額 ※配点は各施設所管課にて独自に設定し、選定委員会にて承認を得
ること
配点a＋(１-提案金額／最低額）×（a×2）（小数点第２位以下切り捨て）

書類審査項目

管理運営の体制 3-(1) ・職員配置や勤務態勢は適切か（有資格者、障害者・高齢者雇用等を含む）

職員研修計画等 3-(1)
・施設の設置目的に沿った管理運営のために必要な職員研修計画が示されてい
るか

経営の安定性 ・公平、透明性のある運営をするための経理と団体経営の安定性 書類審査項目

緊急時対応 5-(1)
・防災・防犯、その他緊急時対策が構築されており、発生時対応・避難誘導等が
適切に対処可能か

施設の維持管理
4-(1)
5-(2)
4-(2)

・施設・設備の管理方法が適切か
・業務体制の見直しや改善が適宜図られる仕組みがあるか
・維持管理において環境配慮が図られているか

※①本審査基準は、指定管理者選定委員会にて標準の審査基準として決定されたものであり、以下の項目については原則として変更できない。
　　　　大項目・審査項目・評価項目（共通）・評価基準（共通）・配点（共通）・配点合計

※②以下の項目については、各所管において独自に設定し、指定管理者選定委員会にて承認を得ること。
　　　　評価項目（独自）・評価基準（独自）・配点（独自）・大項目計

※③何らかの事情により、共通項目に係る内容を変更する必要がある場合には、指定管理者選定委員会にて承認を得ること。

※④独自に設定した審査項目を書類審査項目として位置付ける場合には、客観的に評価可能な基準を作成のうえ、指定管理者選定委員会にて必要性を説明し、承認を得ること。

本庄市都市公園及び体育施設指定管理者候補者選定審査評価基準表

本庄市　（　　北　　・　　中央　　・　　南　　）　地域の都市公園・体育施設

60

C管理にかかる経費
の縮減

Ⅲ施設管理を安定して行
う物的・人的能力を有し
ていること

D人的能力

25

E物的・経営的能力

Ⅰ利用者の平等な利用
が確保されること

A利用者の平等な利
用の確保 15

Ⅱ施設の効用が最大限
に発揮されるとともに、管
理に係る経費の縮減が
図られていること

B施設効用の最大化

団体の理念等
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